
　

出　

張
・
研　

修

　

主　

な　

事　

柄

入
所・退
所

入
所・退
所

編
集
後
記

編
集
後
記

　

寄　
　

贈

　

梅
雨
も
例
年
よ
り
か
な
り
早

く
明
け
て
、
い
き
な
り
猛
暑
日

が
続
き
、
身
体
が
な
か
な
か
つ

い
て
い
か
な
い
日
々
で
す
が
、

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

　

６
月
下
旬
の
福
祉
新
聞
に
耐

震
改
修
工
事
の
特
集
が
取
り
上

げ
ら
れ
、
当
法
人
が
一
例
と
し

て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
福
祉
施

設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
あ
ま

り
進
ん
で
い
な
い
現
実
も
あ
り

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
当
法
人
で
は
既
に
東

京
都
に
協
議
書
を
提
出
し
、
順

調
に
進
め
ば
年
度
内
に
は
工
事

が
終
了
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　
（
Ｔ
）

古紙配合率100％再生紙を使用しています
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１　

月

　

７　

新
年
会

　

30　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
工
事

２　

月

　

４　

あ
か
つ
き
授
産
所
保
護
者
会

　

25　

火
災
避
難
訓
練

　

27　

エ
レ
ベ
ー
タ
点
検

３　

月

　

７　

消
防
設
備
点
検

　

13　

利
用
者
懇
談
会
（
授
・
作
）

　

21　

地
震
非
難
訓
練

　

22　

理
事
会
・
評
議
員
会

４　

月

　

１　

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
相
談
支
援

　
　
　

セ
ン
タ
ー
開
所

　

10　

職
員
集
会

　

16　

保
護
者
会
（
授
・
作
）

　

23　

地
震
避
難
訓
練

　

25　

床
清
掃

５　

月

　

16　

特
定
保
健
指
導

　

18　

春
季
レ
ク
（
サ
イ
ボ
ク
）

　

20　

エ
レ
ベ
ー
タ
点
検

　

25　

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
（
知
的
）

　

27　

理
事
会
・
評
議
員
会

　
　
　

空
調
切
替
、
製
版
機
搬
出

　
　
　

３
Ｆ
内
装
工
事
（
30
日
迄
）

　

30　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
工
事

６　

月

　

３　

蛍
光
灯
工
事

　

24　

火
災
避
難
訓
練

　

25　

全
体
報
告
集
会

　

27　

粗
大
ご
み
搬
出

１　

月

　

８　

市
長
挨
拶

　

16　

事
業
者
部
会
（
永
井
）

　

17　

就
労
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
高
橋
・
利
根
川
）

　

18　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

21　

自
立
支
援
協
議
会
（
高
橋
）

　

23　

ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

（
高
橋　
25
日
迄
）

　

28　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

　

30　

ゼ
ン
コ
ロ
就
労
移
行
支
援
事
業

　
　
　

研
修

（
高
橋
・
藤
澤
・
西
出　

31
日
迄
）

２　

月

　

１　

都
虐
待
防
止
法
研
修

（
小
室
・
五
十
嵐
・
藤
澤
・
横
尾
）

　

８　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

18　

東
社
協
研
修

（
高
橋
・
利
根
川
・
神
山
）

　

21　

災
害
活
動
相
互
応
援
協
定
締
結

　
　
　

施
設
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

26　

福
祉
事
業
団
研
修

　
　
　
（
押
川
・
高
橋
）

　

27　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

　

28　

学
校
運
営
協
議
会
（
高
橋
）

３　

月

　

８　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

13　

事
業
者
部
会
（
永
井
）

　

11　

都
授
産
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

14　

学
校
運
営
協
議
会
（
高
橋
）

　

27　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

　

28　

ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会

（
高
橋　

29
日
迄
）

４　

月

　

12　

就
労
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
高
橋
・
利
根
川
）

　
　
　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

18　

八
小
学
校
運
営
協
議
会

　
　
（
高
橋
）

　

17　

ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

（
高
橋　

18
日
迄
）

　

18　

学
校
運
営
委
員
会
（
高
橋
）

　

22　

自
立
支
援
協
議
会
就
労
ネ
ッ
ト

（
高
橋･

利
根
川
・
戸
村
）

５　

月

　

10　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

11　

相
談
支
援
部
会
（
高
橋
・
神
山
）

　

15　

事
業
者
部
会
（
永
井
）

　

28　

都
授
産
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

29　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

６　

月

　

５　

新
任
職
員
研
修（

米
倉　

６
日
迄
）

　

６　

ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会

（
高
橋
・
五
十
嵐　

７
日
迄
）

　

７　

社
会
福
祉
主
事
ス
ク
ー
リ
ン
グ

（
押
川　

11
日
迄
）

　

13　

ゼ
ン
コ
ロ
印
刷
営
業
研
修

　
　
　
（
綱
嶋
・
長
沼　

14
日
迄
）

　

14　

業
務
連
絡
会
（
冨
田
）

　

18　

授
産
連
企
画
委
員
会
（
遠
藤
）

　

20　

就
労
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
高
橋
・
利
根
川
）

　
　
　

学
校
運
営
協
議
会
（
高
橋
）

　

21　

相
談
支
援
初
任
者
研
修

（
五
十
嵐　

22
日
迄
）

　

25　

お
伊
勢
の
森
運
営
委
員
会

　
　
　
（
遠
藤
）

　

26　

相
談
支
援
初
任
者
研
修

（
五
十
嵐　

27
日
迄
）

　

27　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

　

28　

福
生
第
二
学
園
総
合
防
災
訓

　
　
　

練
参
加
（
遠
藤
）

■
入
所

　

２
月　

大
道
寺
勇
人
（
印
刷
部
）

　
　
　
　

三
家
本
裕
司
（
就
労
移
行
）

　
　
　
　

小
山
倫
子
（
さ
く
ら
）

　

３
月　

初
貝
由
美
子
（
作
業
二
課
）

　
　
　
　

高
橋　

聡
（
さ
く
ら
）

　

４
月　

福
岡
千
佳
（
就
労
移
行
部
）

　
　
　
　

細
川
菜
穂
子
（
と
ら
い
）

　
　
　
　

森　

真
弓
（
さ
く
ら
）

　

６
月　

内
野
由
美
（
瑞
穂
就
労
）

　

７
月　

江
田
み
づ
き
（
作
業
二
課
）

■
退
所

　

１
月　

鈴
木
ふ
み
子
（
さ
く
ら
）

　

３
月　

酒
井
一
男
（
印
刷
部
）

　
　
　
　

荻
野
和
子
（
作
業
二
課
）

　

６
月　

澤
津　

隆
（
作
業
二
課
）

10
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・平成25年度事業計画
・平成24年度事業報告
・研修報告
・さくら近況報告
・ボーリング大会
・新人紹介
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新人紹介新人紹介

セ
ル
プ
あ
か
つ
き　

西
出　

英
高

　

去
る
平
成
25
年
５
月
25
日
（
土
）
、
調
布
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
、

第
14
回
東
京
都
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
／
知
的
部
門
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
も
私
共
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
か
ら
こ
の
大
会
に
参
加
し
て
来
ま

し
た
。

　

午
前
の
部
と
午
後
の
部
は
性
別
や
年
齢
別
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
20
歳
未
満
の

男
性
と
全
年
齢
の
女
性
が
午
前
の
部
、
20
歳
以
上
の
男
性
が
午
後
の
部
の
エ
ン
ト

リ
ー
に
な
り
ま
す
。
今
年
は
そ
れ
ぞ
れ
３
名
ず
つ
、
計
６
名
の
参
加
に
な
り
ま
し

た
。
例
年
と
比
べ
る
と
少
な
い
参
加
人
数
に
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
皆
そ
れ

ぞ
れ
例
年
に
も
増
し
て
気
合
い
の
入
っ
た
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

各
レ
ー
ン
６
名
で
順
位
を
競
い
、
試
合
後
の
表
彰
式
で
は
、
３
位
以
内
に
入
る

と
表
彰
台
に
上
が
る
事
が
出
来
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
金
、
銀
、
銅
の
メ
ダ
ル

が
貰
え
ま
す
。
今
年
は
、
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
か
ら
の
参
加
選
手
６
名
中
、
な
ん
と

４
名
の
方
が
表
彰
台
に
上
が
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

普
段
は
殆
ど
仕
事
上
で
の
付
き
合
い

し
か
持
て
て
な
い
皆
さ
ん
で
す
が
、
休
日

の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
参
加
を
通
し
て
、
お

互
い
に
応
援
し
合
い
喜
び
合
う
姿
を
見

て
、
よ
り
仲
間
意
識
を
強
く
持
て
た
大

会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
お
互
い

に
普
段
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
笑
顔
や

出
来
な
い
会
話
を
す
る
事
で
、
普
段
の
仕

事
の
中
で
も
良
い
方
に
影
響
し
合
う
仲

間
と
な
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

平
成
25
年
度
事
業
計
画

平
成
25
年
度
事
業
計
画

●
福
祉
事
業
活
動

　

今
年
４
月
よ
り
障
害
者
自
立
支
援

法
か
ら
障
害
者
総
合
支
援
法
に
変
わ

っ
た
。
従
来
の
障
害
者
自
立
支
援
法

の
一
部
改
正
で
、
主
な
変
更
点
と
し

て
は
、
名
称
の
変
更
、
新
た
に
難
病

患
者
も
給
付
対
象
に
含
め
る
と
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
今
後
に
つ
い

て
も
障
害
程
度
区
分
の
見
直
し
や
就

労
支
援
施
設
に
お
け
る
障
害
者
の
労

働
者
性
等
検
討
を
し
て
い
く
こ
と
に

は
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
福
祉
施
設

を
取
り
巻
く
不
安
定
な
状
況
は
ま
だ

ま
だ
続
く
。

　

今
年
４
月
よ
り
障
害
者
雇
用
率
が

２
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
既
に
障
害

者
雇
用
数
が
伸
び
て
い
る
状
況
も
聞

く
。
障
害
者
雇
用
が
伸
び
る
こ
と
は

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、

そ
う
い
う
状
況
下
で
就
労
移
行
支
援

事
業
を
営
む
施
設
や
セ
ン
タ
ー
の
役

割
は
一
層
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
は
現
在
武

蔵
村
山
市
と
瑞
穂
町
に
お
い
て
二
つ

の
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
を
行

っ
て
い
る
が
、
今
後
増
え
る
雇
用
障

害
者
の
定
着
支
援
の
役
割
は
大
き
く

な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
、
就
労
移

行
支
援
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
や
ス
ペ
ー

ス
・
ま
ど
か
に
お
い
て
も
、
就
職
者

数
の
増
加
を
図
っ
て
い
く
チ
ャ
ン
ス

で
も
あ
る
。
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充

実
さ
せ
て
障
害
者
雇
用
政
策
の
一
翼

を
担
え
る
よ
う
支
援
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
。

　

昨
年
10
月
に
障
害
者
虐
待
防
止
法

が
施
行
さ
れ
、
法
人
内
に
お
い
て
利

用
者
・
ご
家
族
へ
の
情
報
提
供
や
職

員
へ
の
啓
発
等
を
実
施
し
て
き
た
。

ま
た
虐
待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
支
援
の
見
直
し
や
共
通
認
識
を
持

つ
た
め
の
取
り
組
み
も
始
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
年
度
は
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
基
に
虐
待
防
止
や
権
利
擁
護
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
研

修
会
の
参
加
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い

る
障
害
者
差
別
禁
止
法
に
つ
い
て
も

対
応
で
き
る
よ
う
、
法
人
全
体
の
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

昨
年
法
人
内
５
施
設
に
お
い
て
第

三
者
評
価
を
実
施
し
利
用
者
の
支
援

の
向
上
に
繋
が
っ
た
。
今
年
度
は
就

労
移
行
支
援
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
と
就

労
移
行
支
援
・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い
て
第
三

者
評
価
を
再
度
実
施
し
、
今
後
は
各

施
設
、
隔
年
毎
に
実
施
し
て
い
く
流

れ
を
作
る
。

　

一
昨
年
耐
震
検
査
を
東
京
都
の
補

助
を
受
け
て
実
施
し
、
本
館
と
作
業

棟
に
お
い
て
耐
震
性
に
疑
問
あ
り
と

い
う
結
果
だ
っ
た
。
そ
の
後
耐
震
補

強
工
事
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き

た
が
、
今
年
度
中
に
は
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
補
強
工
事
に
か
か

る
見
積
り
が
４
６
０
０
万
円
と
出
て

お
り
、
今
後
東
京
都
補
助
金
の
申
請

や
借
り
入
れ
（
福
祉
医
療
機
構
）
の

申
請
を
行
い
年
内
の
実
施
を
目
指

す
。

　

社
会
福
祉
法
人
新
会
計
へ
の
移
行

を
来
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
け
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
く
。
研
究
と
準

備
は
前
年
度
あ
る
程
度
進
ん
で
お

り
、
今
年
夏
く
ら
い
に
会
計
ソ
フ
ト

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
行
い
具
体

的
な
移
行
を
進
め
て
い
く
。

●
就
労
支
援
事
業
活
動

　

就
労
支
援
事
業
関
係
で
は
今
年
度

も
非
常
に
厳
し
い
状
況
は
否
め
な
い
。

オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
事
業
は
自
動
車

業
界
の
動
向
に
左
右
さ
れ
、
好
不
調

の
波
が
激
し
く
、
今
年
度
も
厳
し
い

状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。
下
請
け

の
た
め
親
会
社
の
状
況
に
左
右
さ
れ

る
が
、
受
け
た
仕
事
は
丁
寧
な
仕
事

を
心
掛
け
、
納
期
を
し
っ
か
り
守
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。
ウ
エ
ス
事
業

も
収
益
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
と
こ
ろ

だ
が
統
括
営
業
部
と
協
力
し
て
新
規

開
拓
と
作
業
の
効
率
化
を
は
か
る
こ

と
で
収
益
を
出
せ
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
く
。
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
事
業

も
ウ
エ
ス
事
業
も
売
上
が
伸
び
な
い

中
、
作
業
を
す
る
利
用
者
が
年
々
増

え
て
お
り
、
如
何
に
加
工
高
を
確
保

し
工
賃
に
反
映
さ
せ
て
い
く
か
が
大

き
な
課
題
で
あ
る
。

　

印
刷
事
業
は
市
場
の
縮
小
と
長
期

に
及
ぶ
デ
フ
レ
に
よ
る
価
格
の
低
下

も
あ
り
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
官
公
庁
関
係
も
発
注
が
抑
え
ら

れ
て
い
る
状
況
も
重
な
り
売
上
げ
が

落
ち
込
む
一
方
、
人
件
費
や
材
料
費
、

消
耗
品
等
の
支
出
と
の
バ
ラ
ン
ス
が

改
善
さ
れ
て
い
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
近
年
人
員
の
削
減
等
行
っ
て

は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
以
上
に
収
入

面
の
落
ち
込
み
が
続
い
て
お
り
、
何

と
か
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
体
制

作
り
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
ど
か
作
業
部
門
に
お
い
て
は
精

神
障
害
者
を
中
心
に
封
入
作
業
や
お

し
ぼ
り
事
業
、
メ
ー
ル
便
の
配
達
等

多
岐
に
わ
た
っ
て
事
業
を
行
っ
て
い

る
が
、
赤
字
体
質
は
改
善
さ
れ
て
い

な
い
。
革
細
工
作
業
も
立
ち
上
げ
準

備
が
進
め
ら
れ
、
今
年
２
月
か
ら
自

主
製
品
の
販
売
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ

だ
が
、
少
し
で
も
赤
字
体
質
の
改
善

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

そ
の
他
武
蔵
村
山
市
と
の
委
託
契

約
に
よ
る
紙
お
む
つ
給
付
事
業
や
瑞

穂
町
福
祉
作
業
所
に
お
け
る
箱
折
り

を
中
心
と
し
た
軽
作
業
等
行
っ
て
い

る
が
、
少
し
で
も
高
い
工
賃
を
支
払

っ
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

就
労
支
援
事
業
に
関
し
て
は
、
今

年
４
月
か
ら
国
に
お
い
て
障
害
者
優

先
調
達
推
進
法
が
施
行
さ
れ
た
。
た

だ
し
あ
く
ま
で
責
務
と
い
う
縛
り
で

あ
る
こ
と
、
従
来
に
も
優
先
発
注
制

度
は
あ
っ
た
も
の
の
そ
の
効
果
が
ほ

と
ん
ど
無
か
っ
た
経
緯
も
あ
り
、
今

回
の
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
が
ど

の
程
度
反
映
さ
れ
る
か
不
明
瞭
で
は

あ
る
が
、
統
括
営
業
部
を
中
心
に
各

機
関
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
あ
か
つ
き
授

産
所
は
、
就
労
移
行
支
援
セ
ル
プ
あ

か
つ
き
か
ら
の
移
行
者
が
増
え
、
従

来
の
作
業
で
は
適
性
や
作
業
場
面
積

の
事
情
で
受
け
入
れ
が
難
し
く
な
っ

た
た
め
、
新
た
な
軽
作
業
部
門
を
４

月
か
ら
立
ち
上
げ
た
。
作
業
科
目
と

し
て
箱
折
り
作
業
や
革
細
工
作
業
等

を
実
施
し
て
い
く
。

●
地
域
福
祉

　

今
年
４
月
よ
り
特
定
相
談
支
援
事

業
を
武
蔵
村
山
市
に
お
い
て
開
始
し

た
。
昨
年
４
月
に
相
談
支
援
政
策
の

強
化
と
し
て
施
行
さ
れ
、
障
害
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
全
て
の
障

害
者
に
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
を
立

て
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
あ
か
つ
き

コ
ロ
ニ
ー
に
お
い
て
も
特
定
相
談
支

援
事
業
の
開
始
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
き
た
。
相
談
支
援
事
業
の
名
称

は
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
と
し
、
地
域
の
障
害
者
の
相

談
支
援
、
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の

作
成
等
を
行
っ
て
い
く
。

　

武
蔵
村
山
市
障
害
程
度
区
分
審
査

会
へ
の
委
員
派
遣
、
武
蔵
村
山
市
自

立
支
援
協
議
会
委
員
の
派
遣
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
自
立
支
援
協
議
会

傘
下
の
各
事
業
者
部
会
と
就
労
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
く
。
ま
た
市
内
の
福
祉
作
業
所
や

関
係
団
体
と
連
携
を
は
か
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
推
進
し
、
地
域
の
一
層

の
就
労
支
援
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

■今年の２月18日に入
社した三家本です。
　好きなことは運動す
る事と音楽を聴く事
です。運動はサッカ
ーと家で腕立てと腹
筋をしています。
　よろしくお願いします。
　就労移行部

三家本裕司 さん

■私は、このセルプあ
かつきに来ていろい
ろと仕事の勉強をし
ています。どうかこ
れからもよろしくお
願いします。

　就労移行部
福岡　千佳 さん

■はじめまして、初貝
です。
　３月から、作業２課
で働いています。
　よろしくお願いしま
す。

　作業部２課
初貝由美子 さん

■４月より入職した細
川です。これから多
くの知識や経験を身
につけ、仕事に取り
組んでいきたいと思
います。

　宜しくお願いします。

　とらい
細川菜穂子 さん

■今年の７月から作業
部２課へ入所しまし
た。江田みづきです。
皆様と仲良く作業が
出来るように頑張り
ます。

　作業部２課
江田みづき さん

■あかつきに来る前は
「ジョイントワーク
ひこばえ」という作
業所にいました。至
らない所もあると思
いますがよろしくお
願いします。

　印刷部
大道寺勇人 さん

■６月１日より入職し
た内野由美です。学
ぶことが多い毎日で
すが、前向きにそし
て思いやりを持って
支援できるように努
めたいです。どうぞよ
ろしくお願いします。
　瑞穂就労センター

内野　由美 さん
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東
日
本
大
震
災

　

被
災
地
職
員
派
遣
報
告

東
日
本
大
震
災

　

被
災
地
職
員
派
遣
報
告

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

　
　

さ
く
ら
近
況
報
告

新 人 紹 介新 人 紹 介

■一生懸命仕事を頑
張りたいと思いま
す。よろしくお願
いします。

森　真弓 さん

■さくらさんでは親
友さん達と仲良く
仕事をしてます。
これからも仕事を
頑張ります。

新田　哲也 さん

■今さくらでいろい
ろな人とお仕事を
頑張っています。
僕は集中しながら
いろんな仕事をし
ています。

高橋　聡 さん

■さくらをがんばり
ます。

久村　勇洋 さん

■２月から作業所さく
らでお世話になって
いる小山倫子です。
利用者の皆さんと
一緒に楽しくお仕事
をさせてもらってい
ます。少しでも皆さ
んのお役に立てれ
ばと思います。
　宜しくお願いします。
小山　倫子 さん

た
た
め
、
新
た
な
軽
作
業
部
門
を
６

月
か
ら
立
ち
上
げ
た
。
作
業
科
目
と

し
て
箱
折
り
作
業
や
革
細
工
作
業
等

を
実
施
し
て
い
く
。

●
地
域
福
祉

　

今
年
４
月
よ
り
特
定
相
談
支
援
事

業
を
武
蔵
村
山
市
に
お
い
て
開
始
し

た
。
昨
年
４
月
に
相
談
支
援
政
策
の

強
化
と
し
て
施
行
さ
れ
、
障
害
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
全
て
の
障

害
者
に
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
を
立

て
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
あ
か
つ
き

コ
ロ
ニ
ー
に
お
い
て
も
特
定
相
談
支

援
事
業
の
開
始
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
き
た
。
相
談
支
援
事
業
の
名
称

は
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
と
し
、
地
域
の
障
害
者
の
相

談
支
援
、
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の

作
成
等
を
行
っ
て
い
く
。

　

武
蔵
村
山
市
障
害
程
度
区
分
審
査

会
へ
の
委
員
派
遣
、
武
蔵
村
山
市
自

立
支
援
協
議
会
委
員
の
派
遣
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
自
立
支
援
協
議
会

傘
下
の
各
事
業
者
部
会
と
就
労
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
く
。
ま
た
市
内
の
福
祉
作
業
所
や

関
係
団
体
と
連
携
を
は
か
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
推
進
し
、
地
域
の
一
層

の
就
労
支
援
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

平
成
2
5
年
度
社
会
福
祉
法
人
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
収
支
予
算
内
訳
表

 
（
単
位
：
千
円
）

勘
　
　
定
　
　
科
　
　
目

合
　
　
計

本
　
　
部

セ
ル
プ
あ
か
つ
き

（
就
労
移
行
）
あ
か
つ
き
作
業
所

（
就
労
継
続
Ａ
）
あ
か
つ
き
授
産
所

（
就
労
継
続
Ｂ
）

ス
ペ
ー
ス
ま
ど
か

（
就
労
移
行
）

（
就
労
継
続
Ｂ
）

瑞
穂
町
福
祉
作

業
所
さ
く
ら

（
就
労
継
続
Ｂ
）

武
蔵
村
山
市
障
害者

就
労
支
援
セ
ン
ター

と
ら
い

瑞
穂
町
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
ター

あか
つき
コロ
ニー

相談
支援
セン
ター

支収るよに動活業事援支労就

入　　収

印
刷
事
業
収
入

83
,50
0 

77
,50
0 

6,0
00
 

第
一
課
事
業
収
入

16
,00
0 

10
,50
0 

5,5
00
 

第
二
課
事
業
収
入

11
,50
0 

11
,50
0 

第
三
課
事
業
収
入

1,6
00
 

1,6
00
 

給
食
事
業
収
入

7,8
20
 

7,8
20
 

紙
オ
ム
ツ
事
業
収
入

21
,00
0 

21
,00
0 

そ
の
他
事
業
収
入

4,7
00
 

20
0 

4,5
00
 

さ
く
ら
作
業
部
事
業
収
入

5,0
00
 

5,0
00
 

就
労
支
援
事
業
収
入
計

出支
就
労
支
援
事
業
支
出

15
1,1
20
 

21
,20
0 

85
,32
0 

29
,60
0 

10
,00
0 

5,0
00
 

就
労
支
援
事
業
支
出
計

就
労
支
援
事
業
活
動
資
金
収
支
差
額

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

支収るよに動活業事祉福

入　　　収

更
生
訓
練
費
・
通
所
交
通
費
収
入

42
0 

13
0 

29
0 

管
理
費
収
入

40
,03
1 

8,1
21
 

18
,18
5 

13
,72
5 

自
立
支
援
費
収
入

18
0,5
63
 

29
,00
0 

15
,55
0 

60
,29
0 

34
,86
6 

39
,27
9 

1,5
78
 

利
用
者
負
担
金
収
入

3,4
75
 

63
0 

33
0 

1,5
20
 

99
5 

経
常
経
費
補
助
金
収
入

23
,27
0 

4,2
00
 

3,2
40
 

8,1
60
 

7,6
70
 

寄
付
金
収
入

38
0 

30
0 

10
 

50
 

10
 

10
 

借
入
金
利
息
補
助
金
収
入

10
0 

10
0 

雑
収
入

68
0 

60
0 

10
 

10
 

40
 

10
 

10
 

受
取
利
息
配
当
金
収
入

6 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
経
理
区
分
間
繰
入
金
収
入

5,0
00
 

5,0
00
 

福
祉
事
業
収
入
計

出　　支

人
件
費
支
出

20
1,5
70
 

1,3
12
 

26
,73
0 

14
,62
6 

56
,78
0 

35
,80
0 

36
,67
4 

16
,21
0 

12
,05
0 

1,3
88
 

事
務
費
支
出

27
,17
3 

63
9 

3,6
90
 

2,6
10
 

6,0
10
 

3,6
37
 

6,7
47
 

1,9
75
 

1,6
75
 

19
0 

事
業
費
支
出

16
,13
2 

2,8
21
 

1,4
95
 

5,7
61
 

3,2
15
 

2,8
40
 

借
入
金
利
息
支
出

10
0 

10
0 

0 
0 

経
理
区
分
間
繰
入
金
支
出

5,0
00
 

74
0 

40
0 

1,8
00
 

90
0 

1,1
60
 

福
祉
事
業
支
出
計

福
祉
事
業
活
動
資
金
収
支
差
額

支収等備整設施
入収
施
設
整
備
等
補
助
金
収
入

43
,36
3 

0 
0 

0 
43
,36
3 

0 
0 

0 
0 

0 
施
設
整
備
等
収
入
計

43
,36
3 

0 
0 

0 
43
,36
3 

0 
0 

0 
0 

0 

出支
固
定
資
産
取
得
支
出

45
,05
3 

0 
0 

0 
45
,05
3 

0 
0 

0 
0 

0 
施
設
整
備
等
支
出
計

施
設
整
備
等
資
金
収
支
差
額

支収動活務財
入収
積
立
金
預
金
取
崩
収
入

1,6
90
 

0 
0 

0 
1,6
90
 

0 
0 

0 
0 

0 
財
務
収
入
計

出支
借
入
金
元
金
償
還
金
支
出

3,9
50
 

3,9
50
 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

財
務
支
出
計

財
務
活
動
資
金
収
支
差
額

当
期
資
金
収
支
差
額
合
計

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

　

大
滝　

実

　

梅
雨
明
け
宣
言
か
ら
猛
暑
が
続
き
、

ジ
リ
ジ
リ
と
熱
い
日
差
し
の
中
、
利

用
者
・
職
員
共
、
汗
を
流
し
て
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

　

前
号
の
時
よ
り
４
名
の
方
が
新
た

に
通
所
す
る
事
に
な
り
、
定
員
30
名

の
と
こ
ろ
28
名
の
方
が
在
籍
し
て
お

り
、
施
設
内
・
外
作
業
や
行
事
に
積

極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
近
況
で
す
が
作
業
で
は
施

設
外
作
業
に
多
く
の
利
用
者
の
方
が

参
加
し
て
も
ら
う
体
制
作
り
を
実
施

致
し
ま
し
た
。ま
た
、前
年
度
ま
で
は

町
か
ら
の
委
託
業
務
と
し
て
狭
山
谷

公
園
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
か
ら
か
す
が
公
園
に
変
更
に
な

り
、
担
当
箇
所
や
敷
地
面
積
も
広
く

な
っ
た
為
、
実
施
回
数
を
増
や
し
美

化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。場
所
も
住

宅
街
の
中
に
あ
り
、
閑
静
な
場
所
に

あ
り
ま
す
が
、
散
歩
中
の
方
や
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
方
に
「
公
園

が
キ
レ
イ
に
な
っ
て
使
い

や
す
い
。」と
優
し
い
言
葉

を
掛
け
て
も
ら
い
、
お
役

立
ち
が
で
き
て
い
る
事
を

実
感
し
な
が
ら
作
業
に
従

事
で
き
て
お
り
、
大
変
充

実
し
て
お
り
ま
す
。施
設

外
作
業
中
の
体
調
不
良

（
熱
中
症
等
）に
は
十
分
に

気
を
つ
け
な
が
ら
行
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
の
交

流
と
し
て
、
瑞
穂
二
中
の
三
年
生
の

職
場
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
６

名
の
学
生
が
４
日
間
来
所
さ
れ
、
利

用
者
の
方
と
作
業
を
通
じ
て
交
流
し

ま
し
た
。学
生
が
分
か
ら
な
い
で
困

っ
て
い
る
と
利
用
者
の
方
が
優
し
く

教
え
て
あ
げ
て
お
り
、学
生
も「
あ
り

が
と
う
ご

ざ
い
ま

す
」
と
感

謝
を
述
べ

て
、
二
人

で
照
れ
て

い
る
様
子

は
と
て
も

微
笑
ま
し

い
光
景
で

し
た
。

　

今
後
も
利
用
者
の

方
に
は
様
々
な
機
会

の
提
供
を
行
う
と
共

に
色
ん
な
体
験
を
積

ん
で
頂
け
る
様
に
尽

力
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
行
事
で
は

春
レ
ク
と
し
て「
武
蔵

村
山
イ
オ
ン
モ
ー
ル
」

に
行
き
、買
物
や
映
画

鑑
賞
、食
事
を
楽
し
ん

で
参
り
ま
し
た
。映
画

鑑
賞
の
際
に
は
事
前
に
鑑
賞
す
る
映

画
を
各
々
で
決
め
て
も
ら
い
自
分
で

手
帳
を
提
示
し
半
額
で
購
入
し
て
頂

き
、
社
会
資
源
の
活
用
法
を
学
ん
で

頂
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
「
瑞
穂
町
ふ
れ
あ
い

運
動
会
」と
名
称
が
変
更
と
な
り
、沢

山
の
利
用
者
の
方
が
出
席
し
て
頂
き
、

驚
異
の
ス
タ
ミ
ナ
で
殆
ど
の
方
が
全

競
技
に
参
加
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

楽
し
そ
う
に
時
に
は
苦
し
そ
う
に
参

加
さ
れ
て
い
る
様
子
は
さ
く
ら
の
代

名
詞
の「
げ
ん
き
!!
」と
い
う
言
葉
が

ピ
ッ
タ
リ
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
み
ん
な
で
楽

し
く
一
生
懸
命
に
何
事
も
乗
り
越
え

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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平
成
24
年
度
事
業
報
告

平
成
24
年
度
事
業
報
告

●
概
要

　

昨
年
暮
れ
に
衆
議
院
選
挙
が
行
わ

れ
、
自
由
民
主
党
の
圧
勝
と
い
う
結

果
と
な
っ
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
呼

ば
れ
る
経
済
政
策
の
も
と
、
円
安
へ

の
急
速
な
動
き
や
株
価
の
上
昇
等
、

景
気
回
復
へ
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
が
、

急
激
な
変
化
に
危
惧
感
も
漂
っ
て
い

る
。
円
安
は
一
般
的
に
輸
出
業
に
は

有
利
に
働
く
が
輸
入
業
は
不
利
に
な

り
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
や
輸
入
製
品
の

高
騰
は
経
費
の
増
額
に
繋
が
り
、
あ

か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
に
お
い
て
も
そ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
就
労
支
援
事

業
を
大
き
な
柱
の
一
つ
と
し
て
い
る

当
法
人
に
と
っ
て
日
本
経
済
の
回
復

余
波
は
ま
だ
感
じ
ら
れ
ず
、
印
刷
事

業
を
は
じ
め
と
し
て
厳
し
い
結
果
と

な
っ
た
。

　

一
方
障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正

に
つ
い
て
は
昨
年
３
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
、
同
年
４
月
に
衆
議
院
に
て
可

決
、同
年
６
月
に
参
議
院
に
て
可
決
・

成
立
さ
れ
同
月
27
日
に
公
布
さ
れ
た
。

　

本
法
律
で
は
、
平
成
25
年
４
月
１

日
か
ら
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
を

「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
す
る
と

と
も
に
、
障
害
者
の
定
義
に
難
病
等

を
追
加
し
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
、
重
度
訪
問
介
護
の
対
象
者
の
拡

大
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
へ
の
一
元
化
な
ど
が
実
施
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

●
福
祉
事
業
活
動

　

昨
年
４
月
１
日
付
で
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
あ
か
つ
き
授
産
所
に
お
い
て

定
員
を
30
名
か
ら
40
名
に
引
き
上
げ
、

就
労
移
行
支
援
・
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
で
は
定
員
の

内
訳
を
就
労
移
行
支
援
10
名
・
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
20
名
か
ら
就
労
移
行

支
援
６
名
・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
24

名
に
変
更
し
た
。
あ
か
つ
き
授
産
所

に
お
い
て
は
昨
年
４
月
１
日
現
在
で

現
員
数
が
38
名
に
増
え
た
こ
と
に
よ

る
定
員
増
で
、
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か

は
実
際
の
利
用
者
在
籍
数
比
率
に
合

わ
せ
た
変
更
で
あ
る
。

　

就
職
者
数
は
就
労
移
行
支
援
セ
ル

プ
あ
か
つ
き
に
お
い
て
２
名
、
ス
ペ

ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い
て
１
名
出
す

こ
と
が
で
き
た
。

　

福
祉
事
業
活
動
収
支
は
利
用
者
数

が
増
え
て
い
る
こ
と
や
瑞
穂
町
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
の
委
託
費
が
反
映
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
増
収
と
な
り
、
福

祉
事
業
活
動
収
支
差
額
は
９
５
７
万

円
、
経
常
収
支
差
額
は
６
９
４
万
円

を
計
上
し
た
。
法
人
全
体
で
も
当
期

活
動
収
支
差
額
は
６
５
４
万
円
と
な

っ
た
。

　

耐
震
改
修
工
事
は
平
成
24
年
度
で

は
実
施
せ
ず
、
平
成
25
年
度
に
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。
東
京
都
か
ら
補

助
要
綱
が
出
た
の
が
８
月
に
入
っ
て

か
ら
で
あ
り
、
年
度
末
の
事
業
の
忙

し
い
時
期
に
工
事
が
重
な
る
こ
と
を

避
け
た
こ
と
が
主
な
理
由
で
あ
る
。

　

第
三
者
評
価
は
全
施
設（
５
施
設
）

に
お
い
て
実
施
し
た
。
評
価
機
関
か

ら
示
さ
れ
た
課
題
等
を
各
委
員
会
で

検
討
し
、
利
用
者
の
支
援
向
上
に
つ

な
げ
て
い
け
る
よ
う
対
応
策
を
話
し

合
い
実
行
に
移
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
障
害
者
虐
待
防
止
法

が
施
行
さ
れ
、
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー

に
お
い
て
も
多
く
の
職
員
に
研
修
会

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
ま
た
虐
待
に

つ
い
て
の
学
習
会
を
実
施
し
た
。
障

害
者
の
虐
待
に
つ
い
て
は
身
体
的
虐

待
の
様
な
す
ぐ
に
判
断
が
つ
く
も
の

の
他
に
、
日
常
業
務
の
な
か
で
言
葉

の
使
い
方
等
で
虐
待
の
認
識
が
な
い

ま
ま
虐
待
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
考

え
ら
れ
る
た
め
、
支
援
の
内
容
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
職

員
全
体
で
共
有
認
識
を
も
つ
必
要
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
法
人
独
自
の
虐
待

防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。
11

月
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
委
員
会
を
設

置
し
３
月
中
に
仕
上
げ
た
が
、
今
後

は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
支
援
の
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

●
就
労
支
援
事
業
活
動

　

就
労
支
援
事
業
で
は
依
然
厳
し
い

状
況
が
続
き
、
特
に
印
刷
事
業
で
△

５
６
４
万
円
と
な
り
事
業
の
悪
化
が

止
ま
ら
な
い
結
果
と
な
っ
た
。
人
件

費
や
経
費
の
削
減
を
行
っ
て
い
る
も

の
の
、
売
上
が
前
年
度
よ
り
一
千
万

円
以
上
更
に
落
ち
込
み
収
支
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

更
な
る
経
費
削
減
を
努
力
し
て
い
く

が
、
景
気
回
復
の
兆
し
も
あ
る
こ
と

か
ら
平
成
25
年
度
の
状
況
を
見
て
今

後
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
ど
か
作
業
部
門
も
△
55
万
円
と

な
り
赤
字
体
質
か
ら
脱
却
で
き
な
か

っ
た
。
今
年
か
ら
革
細
工
事
業
を
立

ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
収
益
が
改

善
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　

オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
事
業
や
ウ
エ

ス
事
業
等
の
他
の
事
業
は
黒
字
計
上

で
き
た
が
、
就
労
支
援
事
業
全
体
で

は
△
２
６
６
万
円
と
い
う
結
果
と
な

っ
た
。

　

平
均
工
賃
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

あ
か
つ
き
授
産
所
で
二
八
一
三
七
円
、

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
あ
か
つ
き
作
業

所
で
一
五
〇
二
一
三
円
、
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
で
は

一
五
五
〇
〇
円
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
で
は

一
五
八
四
六
円
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

●
地
域
福
祉

　

武
蔵
村
山
市
障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
と
ら
い
は
平
成
25
年
３
月
末

現
在
登
録
者
数
が
１
９
２
名
と
な
り
、

就
職
者
を
22
名
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

と
ら
い
は
開
所
５
年
が
経
過
し
た
が

毎
年
就
職
者
を
20
名
以
上
出
し
て
お

り
、
登
録
者
も
多
く
抱
え
定
着
支
援

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
非
常
に
忙
し

い
状
況
で
あ
る
。
武
蔵
村
山
市
内
に

お
い
て
認
知
度
も
上
が
り
非
常
に
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

瑞
穂
町
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ

　

昨
年
12
月
に
『
発
達
障
害
の
理
解

と
対
応
〜
成
人
の
発
達
障
害
を
中
心

に
』
研
修
を
受
講
し
ま
し
た
。
こ
の

研
修
で
は
、
発
達
障
害
に
つ
い
て
の

現
在
の
臨
床
的
知
見
の
到
達
点
や
成

人
期
に
な
っ
て
障
害
化
す
る
発
達
障

害
の
特
徴
、
援
助
者
・
支
援
者
の
専

門
的
な
対
応
方
法
を
学
ん
で
き
ま
し

た
。

　

先
天
的
な
障
害
で
あ
る
発
達
障
害

で
は
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
や
学
習

障
害
、
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害
な

ど
社
会
性
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

想
像
力
の
障
害
な
ど
様
々
な
発
達
障

害
が
あ
り
ま
す
が
、
成
人
期
に
な
っ

て
障
害
化
す
る
発
達
障
害
が
印
象
深

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

成
人
期
に
自
覚
さ
れ
る
き
っ
か
け

と
し
て
、〈
学
生
時
代
・
い
じ
め
、

環
境
、
家
族
の
変
化
〉〈
社
会
人
・

就
職
、
労
働
環
境
の
変
化
、
昇
進
、

職
種
変
更
、
移
動
〉

　
〈
そ
の
他
の
事
案
・
結
婚
、
出
産
、

育
児
、
加
齢
、
老
化
〉
等
、
幼
少
期

に
は
発
症
す
る
事
が
な
か
っ
た
発
達

障
害
が
様
々
な
事
が
き
っ
か
け
で
障

害
化
す
る
と
の
事
で
し
た
。

　

こ
の
話
を
聞
い
た
時
、
私
は
こ
れ

だ
と
後
天
的
に
な
る
の
で
は
な
い

か
？
と
疑
問
に
感
じ
ま
し
た
が
、
後

天
的
な
脳
の
障
害
は
疾
患
、
外
傷
に

よ
り
生
じ
た
高
次
機
能
障
害
な
ど
が

あ
る
が
、
乳
児
期
や
幼
児
期
か
ら
あ

る
先
天
的
な
発
達
障
害
と
は
区
別
さ

れ
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
講
師
の
方
が
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
、
発
達
障

害
は
小
・
中
学
生
だ
け
で
推
定
61
万

人
お
り
、
１
ク
ラ
ス
平
均
２
〜
３
人

の
確
率
で
発
達
障
害
の
子
が
い
る
そ

う
で
す
。

　

潜
在
的
に
発
達
障
害
が
あ
る
が
、

病
院
な
ど
で
診
断
さ
れ
て
い
な
い
子

や
軽
度
の
子
も
含
め
て
の
数
字
で
は

あ
り
ま
す
が
、
61
万
人
の
う
ち
４
割

の
方
が
行
政
な
ど
の
支
援
を
受
け
ず

に
今
も
生
活
し
て
い
る
と
事
で
す
。

　

発
達
障
害
を
抑
え
る
取
り
組
み
と

し
て
、
友
人
や
大
人
か
ら
認
め
ら
れ

て
い
る
安
心
感
が
彼
ら
の
行
動
を
落

ち
着
か
せ
る
事
に
な
り
、
周
囲
の
理

解
と
支
援
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
改
善
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
学
び
ま
し
た
。

　

障
害
者
施
設
の
職
員
と
し
て
、
今

後
、
様
々
な
障
害
の
方
と
共
に
仕
事

を
す
る
機
会
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
一
人
一
人
に
適
し
た
支
援
を
心

掛
け
る
作
業
指
導
が
大
切
だ
と
学
ん

だ
研
修
で
し
た
。

ゼ
ン
コ
ロ
印
刷
事
業

営
業
担
当
者
研
修
会
に
参
加
し
て

統
括
営
業
部　

綱
嶋　

英
人

　

平
成
25
年
６
月
13
・
14
日
千
代
田

区
永
田
町
星
陵
会
館
に
お
い
て
ゼ
ン

コ
ロ
７
法
人
の
印
刷
営
業
担
当
者
が

集
ま
り
、「
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け

る
印
刷
事
業
の
生
き
残
り
術
に
つ
い

て
」
の
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
法
人
年
間
の
売
り
上
げ
は
下
降

状
態
の
中
で
現
在
も
営
業
活
動
に
大

変
苦
労
し
て
い
る
状
況
で
、
何
か
良

い
対
策
・
方
針
が
各
法
人
の
課
題
・

取
組
み
発
表
の
中
で
こ
れ
は
出
来
そ

う
だ
と
い
う
も
の
を
取
り
入
れ
、
印

刷
事
業
を
Ａ
型
事
業
所
と
し
て
就
労

支
援
会
計
の
健
全
化
、
障
害
者
雇
用

の
維
持
・
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
な

活
動
に
活
か
す
と
い
う
研
修
会
で
し

た
。

　

全
法
人
の
中
で
青
森
・
山
形
コ
ロ

ニ
ー
は
前
年
売
り
上
げ
を
維
持
し
た

そ
う
で
す
が
こ
の
先
の
見
通
し
は
厳

し
い
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。
実
績

報
告
は
過
去
３
年
間
の
売
り
上
げ
推

移
の
デ
ー
タ
資
料
を
も
と
に
行
わ

れ
、
平
成
24
年
度
の
売
り
上
げ
が
前

年
度
と
ど
れ
だ
け
落
ち
込
ん
だ
か
？

と
い
う
数
字
で
の
判
断
で
し
た
が
、

各
法
人
の
年
間
目
標
の
売
り
上
げ
の

数
字
は
厳
し
く
高
い
設
定
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

一
日
15
件
営
業
回
り
を
行
っ
て
い

る
法
人
は
営
業
ス
タ
イ
ル
が
当
法
人

と
は
異
な
り
病
院
担
当
、学
校
担
当
、

官
公
庁
担
当
、
一
般
顧
客
担
当
な
ど

専
属
営
業
を
配
置
さ
せ
て
い
て
、
東

京
と
い
う
激
戦
区
で
の
営
業
活
動
と

は
や
は
り
地
域
性
の
違
い
が
大
き
く

あ
る
と
思
い
ま
し
た
し
、
メ
ー
ル
便

の
発
送
作
業
も
営
業
売
り
上
げ
の
一

部
と
し
て
計
上
し
、
印
刷
納
品
は
宅

急
便
業
者
が
行
っ
て
い
る
法
人
も
あ

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
般
企
業
と
の
見
積
り

競
争
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
と
結
果

が
厳
し
く
な
る
と
い
う
の
は
共
通
の

課
題
で
す
。
そ
ん
な
状
況
の
中
で
こ

の
度
の
優
先
調
達
推
進
法
（
障
害
者

施
設
に
優
先
的
に
発
注
を
さ
せ
る
）

を
積
極
的
に
活
用
し
、
お
客
様
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
活
動
を
続
け
る
事

は
全
法
人
共
通
し
て
で
き
る
事
と
し

て
確
認
を
し
ま
し
た
。

　

７
・
８
月
は
ゼ
ン
コ
ロ
全
法
人
の

売
り
上
げ
が
毎
年
落
ち
込
む
事
か
ら

こ
の
活
動
が
大
き
く
数
字
に
影
響

（
新
規
活
動
も
含
む
）
す
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
な
ん
と
し
て
も
事
業
を

引
っ
張
っ
て
い
き
、
年
間
売
上
プ
ラ

ス
に
し
、「
営
業
こ
こ
に
あ
り
」
と

し
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
す
る
研

修
会
で
し
た
。

ー
は
開
設
１
年
４
ヵ
月
が
経
過
し
、

セ
ン
タ
ー
業
務
も
軌
道
に
乗
り
、
瑞

穂
町
内
の
認
知
度
も
上
が
っ
て
き
た
。

登
録
者
に
つ
い
て
は
３
月
末
現
在
登

録
者
51
名
と
な
り
、
今
後
も
増
加
傾

向
が
う
か
が
え
る
。
今
年
度
の
就
職

者
に
つ
い
て
は
、
正
規
雇
用
１
名
、

正
規
以
外
６
名
、
就
労
継
続
支
援
Ａ

型
１
名
で
計
８
名
だ
っ
た
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
武
蔵
村
山

市
障
害
程
度
区
分
審
査
会
へ
職
員
を

派
遣
、
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議

会
と
そ
れ
に
付
随
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
委
員
会
や
専
門
部
会
へ
の
職
員
派

遣
を
行
い
地
域
福
祉
向
上
へ
の
取
り

組
み
に
協
力
し
た
。
ま
た
市
内
福
祉

事
業
所
と
連
携
を
と
り
、
障
害
者
の

就
労
支
援
の
向
上
を
目
指
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
を
推
進
し
た
。

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か

作
業
指
導
員　

米
倉　

正
人
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ー
は
開
設
１
年
４
ヵ
月
が
経
過
し
、

セ
ン
タ
ー
業
務
も
軌
道
に
乗
り
、
瑞

穂
町
内
の
認
知
度
も
上
が
っ
て
き
た
。

登
録
者
に
つ
い
て
は
３
月
末
現
在
51

名
と
な
り
、
今
後
も
増
加
傾
向
が
う

か
が
え
る
。
今
年
度
の
就
職
者
に
つ

い
て
は
、
正
規
雇
用
１
名
、
正
規
以

外
６
名
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
１
名

で
計
８
名
だ
っ
た
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
武
蔵
村
山

市
障
害
程
度
区
分
審
査
会
へ
職
員
を

派
遣
、
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議

会
と
そ
れ
に
付
随
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
委
員
会
や
専
門
部
会
へ
の
職
員
派

遣
を
行
い
地
域
福
祉
向
上
へ
の
取
り

組
み
に
協
力
し
た
。
ま
た
市
内
福
祉

事
業
所
と
連
携
を
と
り
、
障
害
者
の

就
労
支
援
の
向
上
を
目
指
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
を
推
進
し
た
。

貸借対照表（平成25年３月31日現在） （単位：円）

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部

勘定科目 当年度末 前年度末 増　減 勘定科目 当年度末 前年度末 増　減

流動資産 127,762,397 130,311,673 △ 2,549,276 流動負債 24,027,261 29,851,323 △ 5,824,062

現金 380,585 634,659 △ 254,074 未払金 33,139,222 33,199,903 △ 60,681

普通預金 64,016,279 65,851,630 △ 1,835,351 預り金 123,218 237,903 △ 114,685

当座預金 294,786 294,786 0 前受金 0 152,145 △ 152,145

定期預金 11,344,351 11,329,730 14,621 仮受金 3,724,723 5,699,682 △ 1,974,959

郵便貯金 750,294 750,112 182 あかつき作業所勘定
（流動負債） △ 10,057,957 △ 9,842,347 △ 215,610

受取手形 918,975 120,370 798,605 あかつき授産所勘定
（流動負債） △ 2,901,945 404,037 △ 3,305,982

売掛金 16,524,837 14,957,529 1,567,308 固定負債 12,550,000 16,500,000 △ 3,950,000

商品・製品 1,999,752 824,622 1,175,130 設備資金借入金 12,550,000 16,500,000 △ 3,950,000

原材料 2,578,845 3,182,216 △ 603,371 負債の部合計 36,577,261 46,351,323 △ 9,774,062

未収金 40,322,838 38,235,939 2,086,899

立替金 1,590,757 3,558,835 △ 1,968,078 純　資　産　の　部

前払金 0 9,555 △ 9,555 基本金 156,178,608 156,178,608 0

事業所勘定（流動） △ 12,959,902 △ 9,438,310 △ 3,521,592 基本金 156,178,608 156,178,608 0

固定資産 274,900,171 283,048,999 △ 8,148,828 国庫補助金等特別積立金 120,879,901 128,348,466 △ 7,468,565

基本財産 205,137,752 213,300,727 △ 8,162,975 国庫補助金等特別積立金 120,879,901 128,348,466 △ 7,468,565

建物 111,916,890 120,079,865 △ 8,162,975 その他の積立金 34,640,505 27,302,505 7,338,000

土地 92,920,862 92,920,862 0 備品購入積立金 5,852,667 6,314,667 △ 462,000

基本財産特定預金 300,000 300,000 0 修繕積立金 17,228,988 10,228,988 7,000,000

その他の固定資産 69,762,419 69,748,272 14,147 人件費積立金 7,722,644 6,922,644 800,000

構築物 405,000 540,000 △ 135,000 基本特定積立金 300,000 300,000 0

機械及び装置 23,496,892 29,289,134 △ 5,792,242 移行時特別積立金 3,536,206 3,536,206 0

車両運搬具 3,017,189 3,091,946 △ 74,757 次期繰越活動収支差額 54,386,293 55,179,770 △ 793,477

器具及び備品 8,325,119 9,646,973 △ 1,321,854 次期繰越活動収支差額 54,386,293 55,179,770 △ 793,477

権利 177,714 177,714 0 （うち当期活動収支差額） 6,544,523 2,961,173 3,583,350

備品購入積立預金 5,852,667 6,314,667 △ 462,000

修繕積立預金 17,228,988 10,228,988 7,000,000

人件費積立預金 7,722,644 6,922,644 800,000

移行時特別積立預金 3,536,206 3,536,206 0 純資産の部合計 366,085,307 367,009,349 △ 924,042

資産の部合計 402,662,568 413,360,672 △ 10,698,104 負債及び純資産の部合計 402,662,568 413,360,672 △ 10,698,104

事
業
活
動
収
支
内
訳
表
（
平
成
2
4
年
４
月
１
日
～
平
成
2
5
年
３
月
3
1
日
）

（
単
位
：
円
）

勘
　
定
　
科
　
目

合
　
　
計

法
人
本
部

セ
ル
プ
あ
か
つ
き

あ
か
つ
き
作
業
所

あ
か
つ
き
授
産
所

ス
ペ
－
ス
・
ま
ど
か
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
武
蔵
村
山
市
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

瑞
穂
町
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

部の支収動活業事援支労就
入収
就
労
支
援
事
業
収
入

14
5,3
49
,47
8

0
21
,63
4,3
58

82
,26
6,4
17

28
,35
6,5
18

8,1
08
,80
1

4,9
83
,38
4

0
0

就
労
支
援
事
業
活
動
収
入
計
（
1）

出　支
就
労
支
援
事
業
販
売
原
価

13
1,6
00
,60
8

0
19
,52
7,4
83

71
,93
9,8
52

26
,84
0,2
84

8,3
52
,56
8

4,9
40
,42
1

0
0

販
売
費
及
び
一
般
管
理
費

15
,74
4,9
61

0
0

15
,20
7,5
41

53
7,4
20

0
0

0
0

徴
収
不
能
額

66
7,9
26

0
0

66
7,9
26

0
0

0
0

0
就
労
支
援
事
業
活
動
支
出
計
（
2）

就
労
支
援
事
業
活
動
収
支
差
額
（
3）
=（
1）
－（
2）

部の支収動活業事祉福
入　収

措
置
費
収
入

29
2,8
60

0
0

29
2,8
60

0
0

0
0

管
理
費
収
入

38
,62
7,0
00

0
0

0
0

0
8,6
46
,00
0

16
,25
6,0
00

13
,72
5,0
00

自
立
支
援
費
収
入

18
7,7
92
,99
8

0
37
,63
1,9
60

17
,27
1,7
22

57
,93
6,9
46

37
,28
1,6
39

37
,67
0,7
31

0
0

利
用
者
負
担
金
収
入

3,3
99
,21
0

0
82
3,4
00

14
3,9
80

1,4
08
,71
0

1,0
23
,12
0

0
0

0
経
常
経
費
補
助
金
収
入

25
,86
6,0
00

0
5,2
21
,00
0

3,8
92
,00
0

8,7
52
,00
0

8,0
01
,00
0

0
0

0
寄
附
金
収
入

35
6,9
62

35
6,9
62

0
0

0
0

0
0

0
雑
収
入

58
9,1
95

54
3,1
45

10
,00
0

2,4
00

33
,65
0

0
0

0
0

国
庫
補
助
金
等
特
別
積
立
金
取
崩
額

7,4
68
,56
5

5,0
62
,47
2

29
6,4
07

48
8,9
48

1,3
01
,08
3

31
9,6
55

0
0

0
福
祉
事
業
活
動
収
入
計
（
4）

出　支

人
件
費
支
出

19
4,2
42
,21
3

1,3
12
,00
0

29
,62
5,9
64

16
,43
4,6
43

47
,41
3,4
10

37
,79
5,7
27

35
,52
5,5
79

13
,38
0,9
56

12
,75
3,9
34

事
務
費
支
出

29
,42
3,9
56

44
7,0
08

4,3
70
,57
6

2,5
00
,00
3

7,5
25
,91
4

4,1
49
,36
6

6,0
37
,10
5

2,8
80
,49
8

1,5
13
,48
6

事
業
費
支
出

17
,36
0,2
01

0
3,7
74
,78
5

1,5
78
,21
1

6,5
72
,23
0

3,8
49
,81
1

1,5
85
,16
4

0
0

減
価
償
却
費

13
,78
9,8
76

2,4
63
,39
6

1,7
64
,15
7

46
,17
9

8,9
21
,08
7

59
5,0
57

0
0

0
福
祉
事
業
活
動
支
出
計
（
5）

福
祉
事
業
活
動
収
支
差
額
（
6）
=（
4）
－（
5）

9,5
76
,54
4

1,7
40
,17
5

4,4
47
,28
5

1,2
40
,01
4

△
 7
07
,39
2

23
5,4
53

3,1
68
,88
3

△
 5
,45
4

△
 5
42
,42
0

部の支収外動活業事

入　収
借
入
金
利
息
補
助
金
収
入

10
2,0
00

10
2,0
00

0
0

0
0

0
0

0
受
取
利
息
配
当
金
収
入

25
,68
4

38
8

2,7
80

1,8
49

18
,20
8

52
8

89
7

46
2

57
2

経
理
区
分
間
繰
入
金
収
入

10
,79
9,5
79

4,6
00
,00
0

1,2
31
,69
8

46
,17
9

4,4
21
,70
2

50
0,0
00

0
0

0
事
業
活
動
外
収
入
計
（
7）

出　支
借
入
金
利
息
支
出

10
2,0
00

10
2,0
00

0
0

0
0

0
0

0
経
理
区
分
間
繰
入
金
支
出

10
,79
9,5
79

5,6
99
,57
9

1,1
00
,00
0

20
0,0
00

1,8
00
,00
0

1,0
00
,00
0

1,0
00
,00
0

0
0

事
業
活
動
外
支
出
計
（
8）

事
業
活
動
外
収
支
差
額
（
9）
=（
7）
－（
8）

経
常
収
支
差
額
（
10
）
=（
3）
+（
6）
+（
9）

部の支収別特
入収
施
設
整
備
等
補
助
金
収
入

10
0,8
00

0
0

0
10
0,8
00

0
0

0
0

特
別
収
入
計
（
11
）

出支
固
定
資
産
売
却
損
・
処
分
損
（
売
却
原
価
）

49
4,4
88

0
10
7,4
42

72
,99
6

18
5,8
26

12
8,2
24

0
0

0
特
別
支
出
計
（
12
）

特
別
収
支
差
額
（
13
）
=（
11
）－
（
12
）

当
期
活
動
収
支
差
額
（
14
）
=（
10
）+（
13
）

部の額差支収動活越繰
前
期
繰
越
活
動
収
支
差
額
（
15
）

当
期
末
繰
越
活
動
収
支
差
額
（
16
）
=（
14
）+（
15
）

基
本
金
取
崩
額
（
17
）

基
本
金
組
入
額
（
18
）

そ
の
他
の
積
立
金
取
崩
額
（
19
）

そ
の
他
の
積
立
金
積
立
額
（
20
）

）02
（－）91

（+）81
（－）71

（+）61
（=）12

（額
差
支
収
動
活
越
繰
期
次
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平
成
24
年
度
事
業
報
告

平
成
24
年
度
事
業
報
告

●
概
要

　

昨
年
暮
れ
に
衆
議
院
選
挙
が
行
わ

れ
、
自
由
民
主
党
の
圧
勝
と
い
う
結

果
と
な
っ
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
呼

ば
れ
る
経
済
政
策
の
も
と
、
円
安
へ

の
急
速
な
動
き
や
株
価
の
上
昇
等
、

景
気
回
復
へ
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
が
、

急
激
な
変
化
に
危
惧
感
も
漂
っ
て
い

る
。
円
安
は
一
般
的
に
輸
出
業
に
は

有
利
に
働
く
が
輸
入
業
は
不
利
に
な

り
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
や
輸
入
製
品
の

高
騰
は
経
費
の
増
額
に
繋
が
り
、
あ

か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
に
お
い
て
も
そ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
就
労
支
援
事

業
を
大
き
な
柱
の
一
つ
と
し
て
い
る

当
法
人
に
と
っ
て
日
本
経
済
の
回
復

余
波
は
ま
だ
感
じ
ら
れ
ず
、
印
刷
事

業
を
は
じ
め
と
し
て
厳
し
い
結
果
と

な
っ
た
。

　

一
方
障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正

に
つ
い
て
は
昨
年
３
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
、
同
年
４
月
に
衆
議
院
に
て
可

決
、同
年
６
月
に
参
議
院
に
て
可
決
・

成
立
さ
れ
同
月
27
日
に
公
布
さ
れ
た
。

　

本
法
律
で
は
、
平
成
25
年
４
月
１

日
か
ら
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
を

「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
す
る
と

と
も
に
、
障
害
者
の
定
義
に
難
病
等

を
追
加
し
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
、
重
度
訪
問
介
護
の
対
象
者
の
拡

大
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
へ
の
一
元
化
な
ど
が
実
施
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

●
福
祉
事
業
活
動

　

昨
年
４
月
１
日
付
で
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
あ
か
つ
き
授
産
所
に
お
い
て

定
員
を
30
名
か
ら
40
名
に
引
き
上
げ
、

就
労
移
行
支
援
・
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
で
は
定
員
の

内
訳
を
就
労
移
行
支
援
10
名
・
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
20
名
か
ら
就
労
移
行

支
援
６
名
・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
24

名
に
変
更
し
た
。
あ
か
つ
き
授
産
所

に
お
い
て
は
昨
年
４
月
１
日
現
在
で

現
員
数
が
38
名
に
増
え
た
こ
と
に
よ

る
定
員
増
で
、
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か

は
実
際
の
利
用
者
在
籍
数
比
率
に
合

わ
せ
た
変
更
で
あ
る
。

　

就
職
者
数
は
就
労
移
行
支
援
セ
ル

プ
あ
か
つ
き
に
お
い
て
２
名
、
ス
ペ

ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い
て
１
名
出
す

こ
と
が
で
き
た
。

　

福
祉
事
業
活
動
収
支
は
利
用
者
数

が
増
え
て
い
る
こ
と
や
瑞
穂
町
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
の
委
託
費
が
反
映
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
増
収
と
な
り
、
福

祉
事
業
活
動
収
支
差
額
は
９
５
７
万

円
、
経
常
収
支
差
額
は
６
９
４
万
円

を
計
上
し
た
。
法
人
全
体
で
も
当
期

活
動
収
支
差
額
は
６
５
４
万
円
と
な

っ
た
。

　

耐
震
改
修
工
事
は
平
成
24
年
度
で

は
実
施
せ
ず
、
平
成
25
年
度
に
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。
東
京
都
か
ら
補

助
要
綱
が
出
た
の
が
８
月
に
入
っ
て

か
ら
で
あ
り
、
年
度
末
の
事
業
の
忙

し
い
時
期
に
工
事
が
重
な
る
こ
と
を

避
け
た
こ
と
が
主
な
理
由
で
あ
る
。

　

第
三
者
評
価
は
全
施
設（
５
施
設
）

に
お
い
て
実
施
し
た
。
評
価
機
関
か

ら
示
さ
れ
た
課
題
等
を
各
委
員
会
で

検
討
し
、
利
用
者
の
支
援
向
上
に
つ

な
げ
て
い
け
る
よ
う
対
応
策
を
話
し

合
い
実
行
に
移
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
障
害
者
虐
待
防
止
法

が
施
行
さ
れ
、
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー

に
お
い
て
も
多
く
の
職
員
に
研
修
会

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
ま
た
虐
待
に

つ
い
て
の
学
習
会
を
実
施
し
た
。
障

害
者
の
虐
待
に
つ
い
て
は
身
体
的
虐

待
の
様
な
す
ぐ
に
判
断
が
つ
く
も
の

の
他
に
、
日
常
業
務
の
な
か
で
言
葉

の
使
い
方
等
で
虐
待
の
認
識
が
な
い

ま
ま
虐
待
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
考

え
ら
れ
る
た
め
、
支
援
の
内
容
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
職

員
全
体
で
共
有
認
識
を
も
つ
必
要
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
法
人
独
自
の
虐
待

防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。
11

月
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
委
員
会
を
設

置
し
３
月
中
に
仕
上
げ
た
が
、
今
後

は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
支
援
の
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

●
就
労
支
援
事
業
活
動

　

就
労
支
援
事
業
で
は
依
然
厳
し
い

状
況
が
続
き
、
特
に
印
刷
事
業
で
△

５
６
４
万
円
と
な
り
事
業
の
悪
化
が

止
ま
ら
な
い
結
果
と
な
っ
た
。
人
件

費
や
経
費
の
削
減
を
行
っ
て
い
る
も

の
の
、
売
上
が
前
年
度
よ
り
一
千
万

円
以
上
更
に
落
ち
込
み
収
支
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

更
な
る
経
費
削
減
を
努
力
し
て
い
く

が
、
景
気
回
復
の
兆
し
も
あ
る
こ
と

か
ら
平
成
25
年
度
の
状
況
を
見
て
今

後
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
ど
か
作
業
部
門
も
△
55
万
円
と

な
り
赤
字
体
質
か
ら
脱
却
で
き
な
か

っ
た
。
今
年
か
ら
革
細
工
事
業
を
立

ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
収
益
が
改

善
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　

オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
事
業
や
ウ
エ

ス
事
業
等
の
他
の
事
業
は
黒
字
計
上

で
き
た
が
、
就
労
支
援
事
業
全
体
で

は
△
２
６
６
万
円
と
い
う
結
果
と
な

っ
た
。

　

平
均
工
賃
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

あ
か
つ
き
授
産
所
で
二
八
一
三
七
円
、

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
あ
か
つ
き
作
業

所
で
一
五
〇
二
一
三
円
、
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
で
は

一
五
五
〇
〇
円
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
で
は

一
五
八
四
六
円
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

●
地
域
福
祉

　

武
蔵
村
山
市
障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
と
ら
い
は
平
成
25
年
３
月
末

現
在
登
録
者
数
が
１
９
２
名
と
な
り
、

就
職
者
を
22
名
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

と
ら
い
は
開
所
５
年
が
経
過
し
た
が

毎
年
就
職
者
を
20
名
以
上
出
し
て
お

り
、
登
録
者
も
多
く
抱
え
定
着
支
援

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
非
常
に
忙
し

い
状
況
で
あ
る
。
武
蔵
村
山
市
内
に

お
い
て
認
知
度
も
上
が
り
非
常
に
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

瑞
穂
町
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ

　

昨
年
12
月
に
『
発
達
障
害
の
理
解

と
対
応
〜
成
人
の
発
達
障
害
を
中
心

に
』
研
修
を
受
講
し
ま
し
た
。
こ
の

研
修
で
は
、
発
達
障
害
に
つ
い
て
の

現
在
の
臨
床
的
知
見
の
到
達
点
や
成

人
期
に
な
っ
て
障
害
化
す
る
発
達
障

害
の
特
徴
、
援
助
者
・
支
援
者
の
専

門
的
な
対
応
方
法
を
学
ん
で
き
ま
し

た
。

　

先
天
的
な
障
害
で
あ
る
発
達
障
害

で
は
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
や
学
習

障
害
、
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害
な

ど
社
会
性
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

想
像
力
の
障
害
な
ど
様
々
な
発
達
障

害
が
あ
り
ま
す
が
、
成
人
期
に
な
っ

て
障
害
化
す
る
発
達
障
害
が
印
象
深

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

成
人
期
に
自
覚
さ
れ
る
き
っ
か
け

と
し
て
、〈
学
生
時
代
・
い
じ
め
、

環
境
、
家
族
の
変
化
〉〈
社
会
人
・

就
職
、
労
働
環
境
の
変
化
、
昇
進
、

職
種
変
更
、
移
動
〉

　
〈
そ
の
他
の
事
案
・
結
婚
、
出
産
、

育
児
、
加
齢
、
老
化
〉
等
、
幼
少
期

に
は
発
症
す
る
事
が
な
か
っ
た
発
達

障
害
が
様
々
な
事
が
き
っ
か
け
で
障

害
化
す
る
と
の
事
で
し
た
。

　

こ
の
話
を
聞
い
た
時
、
私
は
こ
れ

だ
と
後
天
的
に
な
る
の
で
は
な
い

か
？
と
疑
問
に
感
じ
ま
し
た
が
、
後

天
的
な
脳
の
障
害
は
疾
患
、
外
傷
に

よ
り
生
じ
た
高
次
機
能
障
害
な
ど
が

あ
る
が
、
乳
児
期
や
幼
児
期
か
ら
あ

る
先
天
的
な
発
達
障
害
と
は
区
別
さ

れ
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
講
師
の
方
が
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
、
発
達
障

害
は
小
・
中
学
生
だ
け
で
推
定
61
万

人
お
り
、
１
ク
ラ
ス
平
均
２
〜
３
人

の
確
率
で
発
達
障
害
の
子
が
い
る
そ

う
で
す
。

　

潜
在
的
に
発
達
障
害
が
あ
る
が
、

病
院
な
ど
で
診
断
さ
れ
て
い
な
い
子

や
軽
度
の
子
も
含
め
て
の
数
字
で
は

あ
り
ま
す
が
、
61
万
人
の
う
ち
４
割

の
方
が
行
政
な
ど
の
支
援
を
受
け
ず

に
今
も
生
活
し
て
い
る
と
事
で
す
。

　

発
達
障
害
を
抑
え
る
取
り
組
み
と

し
て
、
友
人
や
大
人
か
ら
認
め
ら
れ

て
い
る
安
心
感
が
彼
ら
の
行
動
を
落

ち
着
か
せ
る
事
に
な
り
、
周
囲
の
理

解
と
支
援
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
改
善
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
学
び
ま
し
た
。

　

障
害
者
施
設
の
職
員
と
し
て
、
今

後
、
様
々
な
障
害
の
方
と
共
に
仕
事

を
す
る
機
会
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
一
人
一
人
に
適
し
た
支
援
を
心

掛
け
る
作
業
指
導
が
大
切
だ
と
学
ん

だ
研
修
で
し
た
。

ゼ
ン
コ
ロ
印
刷
事
業

営
業
担
当
者
研
修
会
に
参
加
し
て

統
括
営
業
部　

綱
嶋　

英
人

　

平
成
25
年
６
月
13
・
14
日
千
代
田

区
永
田
町
星
陵
会
館
に
お
い
て
ゼ
ン

コ
ロ
７
法
人
の
印
刷
営
業
担
当
者
が

集
ま
り
、「
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け

る
印
刷
事
業
の
生
き
残
り
術
に
つ
い

て
」
の
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
法
人
年
間
の
売
り
上
げ
は
下
降

状
態
の
中
で
現
在
も
営
業
活
動
に
大

変
苦
労
し
て
い
る
状
況
で
、
何
か
良

い
対
策
・
方
針
が
各
法
人
の
課
題
・

取
組
み
発
表
の
中
で
こ
れ
は
出
来
そ

う
だ
と
い
う
も
の
を
取
り
入
れ
、
印

刷
事
業
を
Ａ
型
事
業
所
と
し
て
就
労

支
援
会
計
の
健
全
化
、
障
害
者
雇
用

の
維
持
・
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
な

活
動
に
活
か
す
と
い
う
研
修
会
で
し

た
。

　

全
法
人
の
中
で
青
森
・
山
形
コ
ロ

ニ
ー
は
前
年
売
り
上
げ
を
維
持
し
た

そ
う
で
す
が
こ
の
先
の
見
通
し
は
厳

し
い
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。
実
績

報
告
は
過
去
３
年
間
の
売
り
上
げ
推

移
の
デ
ー
タ
資
料
を
も
と
に
行
わ

れ
、
平
成
24
年
度
の
売
り
上
げ
が
前

年
度
と
ど
れ
だ
け
落
ち
込
ん
だ
か
？

と
い
う
数
字
で
の
判
断
で
し
た
が
、

各
法
人
の
年
間
目
標
の
売
り
上
げ
の

数
字
は
厳
し
く
高
い
設
定
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

一
日
15
件
営
業
回
り
を
行
っ
て
い

る
法
人
は
営
業
ス
タ
イ
ル
が
当
法
人

と
は
異
な
り
病
院
担
当
、学
校
担
当
、

官
公
庁
担
当
、
一
般
顧
客
担
当
な
ど

専
属
営
業
を
配
置
さ
せ
て
い
て
、
東

京
と
い
う
激
戦
区
で
の
営
業
活
動
と

は
や
は
り
地
域
性
の
違
い
が
大
き
く

あ
る
と
思
い
ま
し
た
し
、
メ
ー
ル
便

の
発
送
作
業
も
営
業
売
り
上
げ
の
一

部
と
し
て
計
上
し
、
印
刷
納
品
は
宅

急
便
業
者
が
行
っ
て
い
る
法
人
も
あ

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
般
企
業
と
の
見
積
り

競
争
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
と
結
果

が
厳
し
く
な
る
と
い
う
の
は
共
通
の

課
題
で
す
。
そ
ん
な
状
況
の
中
で
こ

の
度
の
優
先
調
達
推
進
法
（
障
害
者

施
設
に
優
先
的
に
発
注
を
さ
せ
る
）

を
積
極
的
に
活
用
し
、
お
客
様
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
活
動
を
続
け
る
事

は
全
法
人
共
通
し
て
で
き
る
事
と
し

て
確
認
を
し
ま
し
た
。

　

７
・
８
月
は
ゼ
ン
コ
ロ
全
法
人
の

売
り
上
げ
が
毎
年
落
ち
込
む
事
か
ら

こ
の
活
動
が
大
き
く
数
字
に
影
響

（
新
規
活
動
も
含
む
）
す
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
な
ん
と
し
て
も
事
業
を

引
っ
張
っ
て
い
き
、
年
間
売
上
プ
ラ

ス
に
し
、「
営
業
こ
こ
に
あ
り
」
と

し
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
す
る
研

修
会
で
し
た
。

ー
は
開
設
１
年
４
ヵ
月
が
経
過
し
、

セ
ン
タ
ー
業
務
も
軌
道
に
乗
り
、
瑞

穂
町
内
の
認
知
度
も
上
が
っ
て
き
た
。

登
録
者
に
つ
い
て
は
３
月
末
現
在
登

録
者
51
名
と
な
り
、
今
後
も
増
加
傾

向
が
う
か
が
え
る
。
今
年
度
の
就
職

者
に
つ
い
て
は
、
正
規
雇
用
１
名
、

正
規
以
外
６
名
、
就
労
継
続
支
援
Ａ

型
１
名
で
計
８
名
だ
っ
た
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
武
蔵
村
山

市
障
害
程
度
区
分
審
査
会
へ
職
員
を

派
遣
、
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議

会
と
そ
れ
に
付
随
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
委
員
会
や
専
門
部
会
へ
の
職
員
派

遣
を
行
い
地
域
福
祉
向
上
へ
の
取
り

組
み
に
協
力
し
た
。
ま
た
市
内
福
祉

事
業
所
と
連
携
を
と
り
、
障
害
者
の

就
労
支
援
の
向
上
を
目
指
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
を
推
進
し
た
。

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か

作
業
指
導
員　

米
倉　

正
人
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ー
は
開
設
１
年
４
ヵ
月
が
経
過
し
、

セ
ン
タ
ー
業
務
も
軌
道
に
乗
り
、
瑞

穂
町
内
の
認
知
度
も
上
が
っ
て
き
た
。

登
録
者
に
つ
い
て
は
３
月
末
現
在
51

名
と
な
り
、
今
後
も
増
加
傾
向
が
う

か
が
え
る
。
今
年
度
の
就
職
者
に
つ

い
て
は
、
正
規
雇
用
１
名
、
正
規
以

外
６
名
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
１
名

で
計
８
名
だ
っ
た
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
武
蔵
村
山

市
障
害
程
度
区
分
審
査
会
へ
職
員
を

派
遣
、
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議

会
と
そ
れ
に
付
随
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
委
員
会
や
専
門
部
会
へ
の
職
員
派

遣
を
行
い
地
域
福
祉
向
上
へ
の
取
り

組
み
に
協
力
し
た
。
ま
た
市
内
福
祉

事
業
所
と
連
携
を
と
り
、
障
害
者
の

就
労
支
援
の
向
上
を
目
指
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
を
推
進
し
た
。

貸借対照表（平成25年３月31日現在） （単位：円）

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部

勘定科目 当年度末 前年度末 増　減 勘定科目 当年度末 前年度末 増　減

流動資産 127,762,397 130,311,673 △ 2,549,276 流動負債 24,027,261 29,851,323 △ 5,824,062

現金 380,585 634,659 △ 254,074 未払金 33,139,222 33,199,903 △ 60,681

普通預金 64,016,279 65,851,630 △ 1,835,351 預り金 123,218 237,903 △ 114,685

当座預金 294,786 294,786 0 前受金 0 152,145 △ 152,145

定期預金 11,344,351 11,329,730 14,621 仮受金 3,724,723 5,699,682 △ 1,974,959

郵便貯金 750,294 750,112 182 あかつき作業所勘定
（流動負債） △ 10,057,957 △ 9,842,347 △ 215,610

受取手形 918,975 120,370 798,605 あかつき授産所勘定
（流動負債） △ 2,901,945 404,037 △ 3,305,982

売掛金 16,524,837 14,957,529 1,567,308 固定負債 12,550,000 16,500,000 △ 3,950,000

商品・製品 1,999,752 824,622 1,175,130 設備資金借入金 12,550,000 16,500,000 △ 3,950,000

原材料 2,578,845 3,182,216 △ 603,371 負債の部合計 36,577,261 46,351,323 △ 9,774,062

未収金 40,322,838 38,235,939 2,086,899

立替金 1,590,757 3,558,835 △ 1,968,078 純　資　産　の　部

前払金 0 9,555 △ 9,555 基本金 156,178,608 156,178,608 0

事業所勘定（流動） △ 12,959,902 △ 9,438,310 △ 3,521,592 基本金 156,178,608 156,178,608 0

固定資産 274,900,171 283,048,999 △ 8,148,828 国庫補助金等特別積立金 120,879,901 128,348,466 △ 7,468,565

基本財産 205,137,752 213,300,727 △ 8,162,975 国庫補助金等特別積立金 120,879,901 128,348,466 △ 7,468,565

建物 111,916,890 120,079,865 △ 8,162,975 その他の積立金 34,640,505 27,302,505 7,338,000

土地 92,920,862 92,920,862 0 備品購入積立金 5,852,667 6,314,667 △ 462,000

基本財産特定預金 300,000 300,000 0 修繕積立金 17,228,988 10,228,988 7,000,000

その他の固定資産 69,762,419 69,748,272 14,147 人件費積立金 7,722,644 6,922,644 800,000

構築物 405,000 540,000 △ 135,000 基本特定積立金 300,000 300,000 0

機械及び装置 23,496,892 29,289,134 △ 5,792,242 移行時特別積立金 3,536,206 3,536,206 0

車両運搬具 3,017,189 3,091,946 △ 74,757 次期繰越活動収支差額 54,386,293 55,179,770 △ 793,477

器具及び備品 8,325,119 9,646,973 △ 1,321,854 次期繰越活動収支差額 54,386,293 55,179,770 △ 793,477

権利 177,714 177,714 0 （うち当期活動収支差額） 6,544,523 2,961,173 3,583,350

備品購入積立預金 5,852,667 6,314,667 △ 462,000

修繕積立預金 17,228,988 10,228,988 7,000,000

人件費積立預金 7,722,644 6,922,644 800,000

移行時特別積立預金 3,536,206 3,536,206 0 純資産の部合計 366,085,307 367,009,349 △ 924,042

資産の部合計 402,662,568 413,360,672 △ 10,698,104 負債及び純資産の部合計 402,662,568 413,360,672 △ 10,698,104

事
業
活
動
収
支
内
訳
表
（
平
成
2
4
年
４
月
１
日
～
平
成
2
5
年
３
月
3
1
日
）

（
単
位
：
円
）

勘
　
定
　
科
　
目

合
　
　
計

法
人
本
部

セ
ル
プ
あ
か
つ
き

あ
か
つ
き
作
業
所

あ
か
つ
き
授
産
所

ス
ペ
－
ス
・
ま
ど
か
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
武
蔵
村
山
市
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

瑞
穂
町
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

部の支収動活業事援支労就
入収
就
労
支
援
事
業
収
入

14
5,3
49
,47
8

0
21
,63
4,3
58

82
,26
6,4
17

28
,35
6,5
18

8,1
08
,80
1

4,9
83
,38
4

0
0

就
労
支
援
事
業
活
動
収
入
計
（
1）

出　支
就
労
支
援
事
業
販
売
原
価

13
1,6
00
,60
8

0
19
,52
7,4
83

71
,93
9,8
52

26
,84
0,2
84

8,3
52
,56
8

4,9
40
,42
1

0
0

販
売
費
及
び
一
般
管
理
費

15
,74
4,9
61

0
0

15
,20
7,5
41

53
7,4
20

0
0

0
0

徴
収
不
能
額

66
7,9
26

0
0

66
7,9
26

0
0

0
0

0
就
労
支
援
事
業
活
動
支
出
計
（
2）

就
労
支
援
事
業
活
動
収
支
差
額
（
3）
=（
1）
－（
2）

部の支収動活業事祉福
入　収

措
置
費
収
入

29
2,8
60

0
0

29
2,8
60

0
0

0
0

管
理
費
収
入

38
,62
7,0
00

0
0

0
0

0
8,6
46
,00
0

16
,25
6,0
00

13
,72
5,0
00

自
立
支
援
費
収
入

18
7,7
92
,99
8

0
37
,63
1,9
60

17
,27
1,7
22

57
,93
6,9
46

37
,28
1,6
39

37
,67
0,7
31

0
0

利
用
者
負
担
金
収
入

3,3
99
,21
0

0
82
3,4
00

14
3,9
80

1,4
08
,71
0

1,0
23
,12
0

0
0

0
経
常
経
費
補
助
金
収
入

25
,86
6,0
00

0
5,2
21
,00
0

3,8
92
,00
0

8,7
52
,00
0

8,0
01
,00
0

0
0

0
寄
附
金
収
入

35
6,9
62

35
6,9
62

0
0

0
0

0
0

0
雑
収
入

58
9,1
95

54
3,1
45

10
,00
0

2,4
00

33
,65
0

0
0

0
0

国
庫
補
助
金
等
特
別
積
立
金
取
崩
額

7,4
68
,56
5

5,0
62
,47
2

29
6,4
07

48
8,9
48

1,3
01
,08
3

31
9,6
55

0
0

0
福
祉
事
業
活
動
収
入
計
（
4）

出　支

人
件
費
支
出

19
4,2
42
,21
3

1,3
12
,00
0

29
,62
5,9
64

16
,43
4,6
43

47
,41
3,4
10

37
,79
5,7
27

35
,52
5,5
79

13
,38
0,9
56

12
,75
3,9
34

事
務
費
支
出

29
,42
3,9
56

44
7,0
08

4,3
70
,57
6

2,5
00
,00
3

7,5
25
,91
4

4,1
49
,36
6

6,0
37
,10
5

2,8
80
,49
8

1,5
13
,48
6

事
業
費
支
出

17
,36
0,2
01

0
3,7
74
,78
5

1,5
78
,21
1

6,5
72
,23
0

3,8
49
,81
1

1,5
85
,16
4

0
0

減
価
償
却
費

13
,78
9,8
76

2,4
63
,39
6

1,7
64
,15
7

46
,17
9

8,9
21
,08
7

59
5,0
57

0
0

0
福
祉
事
業
活
動
支
出
計
（
5）

福
祉
事
業
活
動
収
支
差
額
（
6）
=（
4）
－（
5）

9,5
76
,54
4

1,7
40
,17
5

4,4
47
,28
5

1,2
40
,01
4

△
 7
07
,39
2

23
5,4
53

3,1
68
,88
3

△
 5
,45
4

△
 5
42
,42
0

部の支収外動活業事

入　収
借
入
金
利
息
補
助
金
収
入

10
2,0
00

10
2,0
00

0
0

0
0

0
0

0
受
取
利
息
配
当
金
収
入

25
,68
4

38
8

2,7
80

1,8
49

18
,20
8

52
8

89
7

46
2

57
2

経
理
区
分
間
繰
入
金
収
入

10
,79
9,5
79

4,6
00
,00
0

1,2
31
,69
8

46
,17
9

4,4
21
,70
2

50
0,0
00

0
0

0
事
業
活
動
外
収
入
計
（
7）

出　支
借
入
金
利
息
支
出

10
2,0
00

10
2,0
00

0
0

0
0

0
0

0
経
理
区
分
間
繰
入
金
支
出

10
,79
9,5
79

5,6
99
,57
9

1,1
00
,00
0

20
0,0
00

1,8
00
,00
0

1,0
00
,00
0

1,0
00
,00
0

0
0

事
業
活
動
外
支
出
計
（
8）

事
業
活
動
外
収
支
差
額
（
9）
=（
7）
－（
8）

経
常
収
支
差
額
（
10
）
=（
3）
+（
6）
+（
9）

部の支収別特
入収
施
設
整
備
等
補
助
金
収
入

10
0,8
00

0
0

0
10
0,8
00

0
0

0
0

特
別
収
入
計
（
11
）

出支
固
定
資
産
売
却
損
・
処
分
損
（
売
却
原
価
）

49
4,4
88

0
10
7,4
42

72
,99
6

18
5,8
26

12
8,2
24

0
0

0
特
別
支
出
計
（
12
）

特
別
収
支
差
額
（
13
）
=（
11
）－
（
12
）

当
期
活
動
収
支
差
額
（
14
）
=（
10
）+（
13
）

部の額差支収動活越繰
前
期
繰
越
活
動
収
支
差
額
（
15
）

当
期
末
繰
越
活
動
収
支
差
額
（
16
）
=（
14
）+（
15
）

基
本
金
取
崩
額
（
17
）

基
本
金
組
入
額
（
18
）

そ
の
他
の
積
立
金
取
崩
額
（
19
）

そ
の
他
の
積
立
金
積
立
額
（
20
）

）02
（－）91

（+）81
（－）71

（+）61
（=）12

（額
差
支
収
動
活
越
繰
期
次
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新人紹介新人紹介

セ
ル
プ
あ
か
つ
き　

西
出　

英
高

　

去
る
平
成
25
年
５
月
25
日
（
土
）
、
調
布
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
、

第
14
回
東
京
都
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
／
知
的
部
門
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
も
私
共
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
か
ら
こ
の
大
会
に
参
加
し
て
来
ま

し
た
。

　

午
前
の
部
と
午
後
の
部
は
性
別
や
年
齢
別
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
20
歳
未
満
の

男
性
と
全
年
齢
の
女
性
が
午
前
の
部
、
20
歳
以
上
の
男
性
が
午
後
の
部
の
エ
ン
ト

リ
ー
に
な
り
ま
す
。
今
年
は
そ
れ
ぞ
れ
３
名
ず
つ
、
計
６
名
の
参
加
に
な
り
ま
し

た
。
例
年
と
比
べ
る
と
少
な
い
参
加
人
数
に
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
皆
そ
れ

ぞ
れ
例
年
に
も
増
し
て
気
合
い
の
入
っ
た
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

各
レ
ー
ン
６
名
で
順
位
を
競
い
、
試
合
後
の
表
彰
式
で
は
、
３
位
以
内
に
入
る

と
表
彰
台
に
上
が
る
事
が
出
来
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
金
、
銀
、
銅
の
メ
ダ
ル

が
貰
え
ま
す
。
今
年
は
、
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
か
ら
の
参
加
選
手
６
名
中
、
な
ん
と

４
名
の
方
が
表
彰
台
に
上
が
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

普
段
は
殆
ど
仕
事
上
で
の
付
き
合
い

し
か
持
て
て
な
い
皆
さ
ん
で
す
が
、
休
日

の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
参
加
を
通
し
て
、
お

互
い
に
応
援
し
合
い
喜
び
合
う
姿
を
見

て
、
よ
り
仲
間
意
識
を
強
く
持
て
た
大

会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
お
互
い

に
普
段
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
笑
顔
や

出
来
な
い
会
話
を
す
る
事
で
、
普
段
の
仕

事
の
中
で
も
良
い
方
に
影
響
し
合
う
仲

間
と
な
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

平
成
25
年
度
事
業
計
画

平
成
25
年
度
事
業
計
画

●
福
祉
事
業
活
動

　

今
年
４
月
よ
り
障
害
者
自
立
支
援

法
か
ら
障
害
者
総
合
支
援
法
に
変
わ

っ
た
。
従
来
の
障
害
者
自
立
支
援
法

の
一
部
改
正
で
、
主
な
変
更
点
と
し

て
は
、
名
称
の
変
更
、
新
た
に
難
病

患
者
も
給
付
対
象
に
含
め
る
と
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
今
後
に
つ
い

て
も
障
害
程
度
区
分
の
見
直
し
や
就

労
支
援
施
設
に
お
け
る
障
害
者
の
労

働
者
性
等
検
討
を
し
て
い
く
こ
と
に

は
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
福
祉
施
設

を
取
り
巻
く
不
安
定
な
状
況
は
ま
だ

ま
だ
続
く
。

　

今
年
４
月
よ
り
障
害
者
雇
用
率
が

２
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
既
に
障
害

者
雇
用
数
が
伸
び
て
い
る
状
況
も
聞

く
。
障
害
者
雇
用
が
伸
び
る
こ
と
は

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、

そ
う
い
う
状
況
下
で
就
労
移
行
支
援

事
業
を
営
む
施
設
や
セ
ン
タ
ー
の
役

割
は
一
層
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
は
現
在
武

蔵
村
山
市
と
瑞
穂
町
に
お
い
て
二
つ

の
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
を
行

っ
て
い
る
が
、
今
後
増
え
る
雇
用
障

害
者
の
定
着
支
援
の
役
割
は
大
き
く

な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
、
就
労
移

行
支
援
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
や
ス
ペ
ー

ス
・
ま
ど
か
に
お
い
て
も
、
就
職
者

数
の
増
加
を
図
っ
て
い
く
チ
ャ
ン
ス

で
も
あ
る
。
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充

実
さ
せ
て
障
害
者
雇
用
政
策
の
一
翼

を
担
え
る
よ
う
支
援
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
。

　

昨
年
10
月
に
障
害
者
虐
待
防
止
法

が
施
行
さ
れ
、
法
人
内
に
お
い
て
利

用
者
・
ご
家
族
へ
の
情
報
提
供
や
職

員
へ
の
啓
発
等
を
実
施
し
て
き
た
。

ま
た
虐
待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
支
援
の
見
直
し
や
共
通
認
識
を
持

つ
た
め
の
取
り
組
み
も
始
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
年
度
は
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
基
に
虐
待
防
止
や
権
利
擁
護
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
研

修
会
の
参
加
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い

る
障
害
者
差
別
禁
止
法
に
つ
い
て
も

対
応
で
き
る
よ
う
、
法
人
全
体
の
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

昨
年
法
人
内
５
施
設
に
お
い
て
第

三
者
評
価
を
実
施
し
利
用
者
の
支
援

の
向
上
に
繋
が
っ
た
。
今
年
度
は
就

労
移
行
支
援
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
と
就

労
移
行
支
援
・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い
て
第
三

者
評
価
を
再
度
実
施
し
、
今
後
は
各

施
設
、
隔
年
毎
に
実
施
し
て
い
く
流

れ
を
作
る
。

　

一
昨
年
耐
震
検
査
を
東
京
都
の
補

助
を
受
け
て
実
施
し
、
本
館
と
作
業

棟
に
お
い
て
耐
震
性
に
疑
問
あ
り
と

い
う
結
果
だ
っ
た
。
そ
の
後
耐
震
補

強
工
事
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き

た
が
、
今
年
度
中
に
は
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
補
強
工
事
に
か
か

る
見
積
り
が
４
６
０
０
万
円
と
出
て

お
り
、
今
後
東
京
都
補
助
金
の
申
請

や
借
り
入
れ
（
福
祉
医
療
機
構
）
の

申
請
を
行
い
年
内
の
実
施
を
目
指

す
。

　

社
会
福
祉
法
人
新
会
計
へ
の
移
行

を
来
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
け
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
く
。
研
究
と
準

備
は
前
年
度
あ
る
程
度
進
ん
で
お

り
、
今
年
夏
く
ら
い
に
会
計
ソ
フ
ト

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
行
い
具
体

的
な
移
行
を
進
め
て
い
く
。

●
就
労
支
援
事
業
活
動

　

就
労
支
援
事
業
関
係
で
は
今
年
度

も
非
常
に
厳
し
い
状
況
は
否
め
な
い
。

オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
事
業
は
自
動
車

業
界
の
動
向
に
左
右
さ
れ
、
好
不
調

の
波
が
激
し
く
、
今
年
度
も
厳
し
い

状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。
下
請
け

の
た
め
親
会
社
の
状
況
に
左
右
さ
れ

る
が
、
受
け
た
仕
事
は
丁
寧
な
仕
事

を
心
掛
け
、
納
期
を
し
っ
か
り
守
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。
ウ
エ
ス
事
業

も
収
益
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
と
こ
ろ

だ
が
統
括
営
業
部
と
協
力
し
て
新
規

開
拓
と
作
業
の
効
率
化
を
は
か
る
こ

と
で
収
益
を
出
せ
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
く
。
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
事
業

も
ウ
エ
ス
事
業
も
売
上
が
伸
び
な
い

中
、
作
業
を
す
る
利
用
者
が
年
々
増

え
て
お
り
、
如
何
に
加
工
高
を
確
保

し
工
賃
に
反
映
さ
せ
て
い
く
か
が
大

き
な
課
題
で
あ
る
。

　

印
刷
事
業
は
市
場
の
縮
小
と
長
期

に
及
ぶ
デ
フ
レ
に
よ
る
価
格
の
低
下

も
あ
り
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
官
公
庁
関
係
も
発
注
が
抑
え
ら

れ
て
い
る
状
況
も
重
な
り
売
上
げ
が

落
ち
込
む
一
方
、
人
件
費
や
材
料
費
、

消
耗
品
等
の
支
出
と
の
バ
ラ
ン
ス
が

改
善
さ
れ
て
い
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
近
年
人
員
の
削
減
等
行
っ
て

は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
以
上
に
収
入

面
の
落
ち
込
み
が
続
い
て
お
り
、
何

と
か
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
体
制

作
り
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
ど
か
作
業
部
門
に
お
い
て
は
精

神
障
害
者
を
中
心
に
封
入
作
業
や
お

し
ぼ
り
事
業
、
メ
ー
ル
便
の
配
達
等

多
岐
に
わ
た
っ
て
事
業
を
行
っ
て
い

る
が
、
赤
字
体
質
は
改
善
さ
れ
て
い

な
い
。
革
細
工
作
業
も
立
ち
上
げ
準

備
が
進
め
ら
れ
、
今
年
２
月
か
ら
自

主
製
品
の
販
売
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ

だ
が
、
少
し
で
も
赤
字
体
質
の
改
善

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

そ
の
他
武
蔵
村
山
市
と
の
委
託
契

約
に
よ
る
紙
お
む
つ
給
付
事
業
や
瑞

穂
町
福
祉
作
業
所
に
お
け
る
箱
折
り

を
中
心
と
し
た
軽
作
業
等
行
っ
て
い

る
が
、
少
し
で
も
高
い
工
賃
を
支
払

っ
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

就
労
支
援
事
業
に
関
し
て
は
、
今

年
４
月
か
ら
国
に
お
い
て
障
害
者
優

先
調
達
推
進
法
が
施
行
さ
れ
た
。
た

だ
し
あ
く
ま
で
責
務
と
い
う
縛
り
で

あ
る
こ
と
、
従
来
に
も
優
先
発
注
制

度
は
あ
っ
た
も
の
の
そ
の
効
果
が
ほ

と
ん
ど
無
か
っ
た
経
緯
も
あ
り
、
今

回
の
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
が
ど

の
程
度
反
映
さ
れ
る
か
不
明
瞭
で
は

あ
る
が
、
統
括
営
業
部
を
中
心
に
各

機
関
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
あ
か
つ
き
授

産
所
は
、
就
労
移
行
支
援
セ
ル
プ
あ

か
つ
き
か
ら
の
移
行
者
が
増
え
、
従

来
の
作
業
で
は
適
性
や
作
業
場
面
積

の
事
情
で
受
け
入
れ
が
難
し
く
な
っ

た
た
め
、
新
た
な
軽
作
業
部
門
を
４

月
か
ら
立
ち
上
げ
た
。
作
業
科
目
と

し
て
箱
折
り
作
業
や
革
細
工
作
業
等

を
実
施
し
て
い
く
。

●
地
域
福
祉

　

今
年
４
月
よ
り
特
定
相
談
支
援
事

業
を
武
蔵
村
山
市
に
お
い
て
開
始
し

た
。
昨
年
４
月
に
相
談
支
援
政
策
の

強
化
と
し
て
施
行
さ
れ
、
障
害
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
全
て
の
障

害
者
に
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
を
立

て
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
あ
か
つ
き

コ
ロ
ニ
ー
に
お
い
て
も
特
定
相
談
支

援
事
業
の
開
始
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
き
た
。
相
談
支
援
事
業
の
名
称

は
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
と
し
、
地
域
の
障
害
者
の
相

談
支
援
、
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の

作
成
等
を
行
っ
て
い
く
。

　

武
蔵
村
山
市
障
害
程
度
区
分
審
査

会
へ
の
委
員
派
遣
、
武
蔵
村
山
市
自

立
支
援
協
議
会
委
員
の
派
遣
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
自
立
支
援
協
議
会

傘
下
の
各
事
業
者
部
会
と
就
労
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
く
。
ま
た
市
内
の
福
祉
作
業
所
や

関
係
団
体
と
連
携
を
は
か
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
推
進
し
、
地
域
の
一
層

の
就
労
支
援
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

■今年の２月18日に入
社した三家本です。
　好きなことは運動す
る事と音楽を聴く事
です。運動はサッカ
ーと家で腕立てと腹
筋をしています。
　よろしくお願いします。
　就労移行部

三家本裕司 さん

■私は、このセルプあ
かつきに来ていろい
ろと仕事の勉強をし
ています。どうかこ
れからもよろしくお
願いします。

　就労移行部
福岡　千佳 さん

■はじめまして、初貝
です。
　３月から、作業２課
で働いています。
　よろしくお願いしま
す。

　作業部２課
初貝由美子 さん

■４月より入職した細
川です。これから多
くの知識や経験を身
につけ、仕事に取り
組んでいきたいと思
います。

　宜しくお願いします。

　とらい
細川菜穂子 さん

■今年の７月から作業
部２課へ入所しまし
た。江田みづきです。
皆様と仲良く作業が
出来るように頑張り
ます。

　作業部２課
江田みづき さん

■あかつきに来る前は
「ジョイントワーク
ひこばえ」という作
業所にいました。至
らない所もあると思
いますがよろしくお
願いします。

　印刷部
大道寺勇人 さん

■６月１日より入職し
た内野由美です。学
ぶことが多い毎日で
すが、前向きにそし
て思いやりを持って
支援できるように努
めたいです。どうぞよ
ろしくお願いします。
　瑞穂就労センター

内野　由美 さん
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東
日
本
大
震
災

　

被
災
地
職
員
派
遣
報
告

東
日
本
大
震
災

　

被
災
地
職
員
派
遣
報
告

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

　
　

さ
く
ら
近
況
報
告

新 人 紹 介新 人 紹 介

■一生懸命仕事を頑
張りたいと思いま
す。よろしくお願
いします。

森　真弓 さん

■さくらさんでは親
友さん達と仲良く
仕事をしてます。
これからも仕事を
頑張ります。

新田　哲也 さん

■今さくらでいろい
ろな人とお仕事を
頑張っています。
僕は集中しながら
いろんな仕事をし
ています。

高橋　聡 さん

■さくらをがんばり
ます。

久村　勇洋 さん

■２月から作業所さく
らでお世話になって
いる小山倫子です。
利用者の皆さんと
一緒に楽しくお仕事
をさせてもらってい
ます。少しでも皆さ
んのお役に立てれ
ばと思います。
　宜しくお願いします。
小山　倫子 さん

た
た
め
、
新
た
な
軽
作
業
部
門
を
６

月
か
ら
立
ち
上
げ
た
。
作
業
科
目
と

し
て
箱
折
り
作
業
や
革
細
工
作
業
等

を
実
施
し
て
い
く
。

●
地
域
福
祉

　

今
年
４
月
よ
り
特
定
相
談
支
援
事

業
を
武
蔵
村
山
市
に
お
い
て
開
始
し

た
。
昨
年
４
月
に
相
談
支
援
政
策
の

強
化
と
し
て
施
行
さ
れ
、
障
害
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
全
て
の
障

害
者
に
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
を
立

て
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
あ
か
つ
き

コ
ロ
ニ
ー
に
お
い
て
も
特
定
相
談
支

援
事
業
の
開
始
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
き
た
。
相
談
支
援
事
業
の
名
称

は
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
と
し
、
地
域
の
障
害
者
の
相

談
支
援
、
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の

作
成
等
を
行
っ
て
い
く
。

　

武
蔵
村
山
市
障
害
程
度
区
分
審
査

会
へ
の
委
員
派
遣
、
武
蔵
村
山
市
自

立
支
援
協
議
会
委
員
の
派
遣
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
自
立
支
援
協
議
会

傘
下
の
各
事
業
者
部
会
と
就
労
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
く
。
ま
た
市
内
の
福
祉
作
業
所
や

関
係
団
体
と
連
携
を
は
か
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
推
進
し
、
地
域
の
一
層

の
就
労
支
援
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

平
成
2
5
年
度
社
会
福
祉
法
人
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
収
支
予
算
内
訳
表

 
（
単
位
：
千
円
）

勘
　
　
定
　
　
科
　
　
目

合
　
　
計

本
　
　
部

セ
ル
プ
あ
か
つ
き

（
就
労
移
行
）
あ
か
つ
き
作
業
所

（
就
労
継
続
Ａ
）
あ
か
つ
き
授
産
所

（
就
労
継
続
Ｂ
）

ス
ペ
ー
ス
ま
ど
か

（
就
労
移
行
）

（
就
労
継
続
Ｂ
）

瑞
穂
町
福
祉
作

業
所
さ
く
ら

（
就
労
継
続
Ｂ
）

武
蔵
村
山
市
障
害者

就
労
支
援
セ
ン
ター

と
ら
い

瑞
穂
町
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
ター

あか
つき
コロ
ニー

相談
支援
セン
ター

支収るよに動活業事援支労就

入　　収

印
刷
事
業
収
入

83
,50
0 

77
,50
0 

6,0
00
 

第
一
課
事
業
収
入

16
,00
0 

10
,50
0 

5,5
00
 

第
二
課
事
業
収
入

11
,50
0 

11
,50
0 

第
三
課
事
業
収
入

1,6
00
 

1,6
00
 

給
食
事
業
収
入

7,8
20
 

7,8
20
 

紙
オ
ム
ツ
事
業
収
入

21
,00
0 

21
,00
0 

そ
の
他
事
業
収
入

4,7
00
 

20
0 

4,5
00
 

さ
く
ら
作
業
部
事
業
収
入

5,0
00
 

5,0
00
 

就
労
支
援
事
業
収
入
計

出支
就
労
支
援
事
業
支
出

15
1,1
20
 

21
,20
0 

85
,32
0 

29
,60
0 

10
,00
0 

5,0
00
 

就
労
支
援
事
業
支
出
計

就
労
支
援
事
業
活
動
資
金
収
支
差
額

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

支収るよに動活業事祉福

入　　　収

更
生
訓
練
費
・
通
所
交
通
費
収
入

42
0 

13
0 

29
0 

管
理
費
収
入

40
,03
1 

8,1
21
 

18
,18
5 

13
,72
5 

自
立
支
援
費
収
入

18
0,5
63
 

29
,00
0 

15
,55
0 

60
,29
0 

34
,86
6 

39
,27
9 

1,5
78
 

利
用
者
負
担
金
収
入

3,4
75
 

63
0 

33
0 

1,5
20
 

99
5 

経
常
経
費
補
助
金
収
入

23
,27
0 

4,2
00
 

3,2
40
 

8,1
60
 

7,6
70
 

寄
付
金
収
入

38
0 

30
0 

10
 

50
 

10
 

10
 

借
入
金
利
息
補
助
金
収
入

10
0 

10
0 

雑
収
入

68
0 

60
0 

10
 

10
 

40
 

10
 

10
 

受
取
利
息
配
当
金
収
入

6 
1 

1 
1 

1 
1 

1 
経
理
区
分
間
繰
入
金
収
入

5,0
00
 

5,0
00
 

福
祉
事
業
収
入
計

出　　支

人
件
費
支
出

20
1,5
70
 

1,3
12
 

26
,73
0 

14
,62
6 

56
,78
0 

35
,80
0 

36
,67
4 

16
,21
0 

12
,05
0 

1,3
88
 

事
務
費
支
出

27
,17
3 

63
9 

3,6
90
 

2,6
10
 

6,0
10
 

3,6
37
 

6,7
47
 

1,9
75
 

1,6
75
 

19
0 

事
業
費
支
出

16
,13
2 

2,8
21
 

1,4
95
 

5,7
61
 

3,2
15
 

2,8
40
 

借
入
金
利
息
支
出

10
0 

10
0 

0 
0 

経
理
区
分
間
繰
入
金
支
出

5,0
00
 

74
0 

40
0 

1,8
00
 

90
0 

1,1
60
 

福
祉
事
業
支
出
計

福
祉
事
業
活
動
資
金
収
支
差
額

支収等備整設施
入収
施
設
整
備
等
補
助
金
収
入

43
,36
3 

0 
0 

0 
43
,36
3 

0 
0 

0 
0 

0 
施
設
整
備
等
収
入
計

43
,36
3 

0 
0 

0 
43
,36
3 

0 
0 

0 
0 

0 

出支
固
定
資
産
取
得
支
出

45
,05
3 

0 
0 

0 
45
,05
3 

0 
0 

0 
0 

0 
施
設
整
備
等
支
出
計

施
設
整
備
等
資
金
収
支
差
額

支収動活務財
入収
積
立
金
預
金
取
崩
収
入

1,6
90
 

0 
0 

0 
1,6
90
 

0 
0 

0 
0 

0 
財
務
収
入
計

出支
借
入
金
元
金
償
還
金
支
出

3,9
50
 

3,9
50
 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

財
務
支
出
計

財
務
活
動
資
金
収
支
差
額

当
期
資
金
収
支
差
額
合
計

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

0 
0 

　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

　

大
滝　

実

　

梅
雨
明
け
宣
言
か
ら
猛
暑
が
続
き
、

ジ
リ
ジ
リ
と
熱
い
日
差
し
の
中
、
利

用
者
・
職
員
共
、
汗
を
流
し
て
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

　

前
号
の
時
よ
り
４
名
の
方
が
新
た

に
通
所
す
る
事
に
な
り
、
定
員
30
名

の
と
こ
ろ
28
名
の
方
が
在
籍
し
て
お

り
、
施
設
内
・
外
作
業
や
行
事
に
積

極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
近
況
で
す
が
作
業
で
は
施

設
外
作
業
に
多
く
の
利
用
者
の
方
が

参
加
し
て
も
ら
う
体
制
作
り
を
実
施

致
し
ま
し
た
。ま
た
、前
年
度
ま
で
は

町
か
ら
の
委
託
業
務
と
し
て
狭
山
谷

公
園
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
か
ら
か
す
が
公
園
に
変
更
に
な

り
、
担
当
箇
所
や
敷
地
面
積
も
広
く

な
っ
た
為
、
実
施
回
数
を
増
や
し
美

化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。場
所
も
住

宅
街
の
中
に
あ
り
、
閑
静
な
場
所
に

あ
り
ま
す
が
、
散
歩
中
の
方
や
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
方
に
「
公
園

が
キ
レ
イ
に
な
っ
て
使
い

や
す
い
。」と
優
し
い
言
葉

を
掛
け
て
も
ら
い
、
お
役

立
ち
が
で
き
て
い
る
事
を

実
感
し
な
が
ら
作
業
に
従

事
で
き
て
お
り
、
大
変
充

実
し
て
お
り
ま
す
。施
設

外
作
業
中
の
体
調
不
良

（
熱
中
症
等
）に
は
十
分
に

気
を
つ
け
な
が
ら
行
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
の
交

流
と
し
て
、
瑞
穂
二
中
の
三
年
生
の

職
場
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
６

名
の
学
生
が
４
日
間
来
所
さ
れ
、
利

用
者
の
方
と
作
業
を
通
じ
て
交
流
し

ま
し
た
。学
生
が
分
か
ら
な
い
で
困

っ
て
い
る
と
利
用
者
の
方
が
優
し
く

教
え
て
あ
げ
て
お
り
、学
生
も「
あ
り

が
と
う
ご

ざ
い
ま

す
」
と
感

謝
を
述
べ

て
、
二
人

で
照
れ
て

い
る
様
子

は
と
て
も

微
笑
ま
し

い
光
景
で

し
た
。

　

今
後
も
利
用
者
の

方
に
は
様
々
な
機
会

の
提
供
を
行
う
と
共

に
色
ん
な
体
験
を
積

ん
で
頂
け
る
様
に
尽

力
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
行
事
で
は

春
レ
ク
と
し
て「
武
蔵

村
山
イ
オ
ン
モ
ー
ル
」

に
行
き
、買
物
や
映
画

鑑
賞
、食
事
を
楽
し
ん

で
参
り
ま
し
た
。映
画

鑑
賞
の
際
に
は
事
前
に
鑑
賞
す
る
映

画
を
各
々
で
決
め
て
も
ら
い
自
分
で

手
帳
を
提
示
し
半
額
で
購
入
し
て
頂

き
、
社
会
資
源
の
活
用
法
を
学
ん
で

頂
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
「
瑞
穂
町
ふ
れ
あ
い

運
動
会
」と
名
称
が
変
更
と
な
り
、沢

山
の
利
用
者
の
方
が
出
席
し
て
頂
き
、

驚
異
の
ス
タ
ミ
ナ
で
殆
ど
の
方
が
全

競
技
に
参
加
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

楽
し
そ
う
に
時
に
は
苦
し
そ
う
に
参

加
さ
れ
て
い
る
様
子
は
さ
く
ら
の
代

名
詞
の「
げ
ん
き
!!
」と
い
う
言
葉
が

ピ
ッ
タ
リ
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
み
ん
な
で
楽

し
く
一
生
懸
命
に
何
事
も
乗
り
越
え

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



　

出　

張
・
研　

修

　

主　

な　

事　

柄

入
所・退
所

入
所・退
所

編
集
後
記

編
集
後
記

　

寄　
　

贈

　

梅
雨
も
例
年
よ
り
か
な
り
早

く
明
け
て
、
い
き
な
り
猛
暑
日

が
続
き
、
身
体
が
な
か
な
か
つ

い
て
い
か
な
い
日
々
で
す
が
、

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

　

６
月
下
旬
の
福
祉
新
聞
に
耐

震
改
修
工
事
の
特
集
が
取
り
上

げ
ら
れ
、
当
法
人
が
一
例
と
し

て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
福
祉
施

設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
あ
ま

り
進
ん
で
い
な
い
現
実
も
あ
り

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
当
法
人
で
は
既
に
東

京
都
に
協
議
書
を
提
出
し
、
順

調
に
進
め
ば
年
度
内
に
は
工
事

が
終
了
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　
（
Ｔ
）

古紙配合率100％再生紙を使用しています
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１　

月

　

７　

新
年
会

　

30　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
工
事

２　

月

　

４　

あ
か
つ
き
授
産
所
保
護
者
会

　

25　

火
災
避
難
訓
練

　

27　

エ
レ
ベ
ー
タ
点
検

３　

月

　

７　

消
防
設
備
点
検

　

13　

利
用
者
懇
談
会
（
授
・
作
）

　

21　

地
震
非
難
訓
練

　

22　

理
事
会
・
評
議
員
会

４　

月

　

１　

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
相
談
支
援

　
　
　

セ
ン
タ
ー
開
所

　

10　

職
員
集
会

　

16　

保
護
者
会
（
授
・
作
）

　

23　

地
震
避
難
訓
練

　

25　

床
清
掃

５　

月

　

16　

特
定
保
健
指
導

　

18　

春
季
レ
ク
（
サ
イ
ボ
ク
）

　

20　

エ
レ
ベ
ー
タ
点
検

　

25　

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
（
知
的
）

　

27　

理
事
会
・
評
議
員
会

　
　
　

空
調
切
替
、
製
版
機
搬
出

　
　
　

３
Ｆ
内
装
工
事
（
30
日
迄
）

　

30　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
工
事

６　

月

　

３　

蛍
光
灯
工
事

　

24　

火
災
避
難
訓
練

　

25　

全
体
報
告
集
会

　

27　

粗
大
ご
み
搬
出

１　

月

　

８　

市
長
挨
拶

　

16　

事
業
者
部
会
（
永
井
）

　

17　

就
労
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
高
橋
・
利
根
川
）

　

18　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

21　

自
立
支
援
協
議
会
（
高
橋
）

　

23　

ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

（
高
橋　
25
日
迄
）

　

28　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･
利
根
川
）

　

30　

ゼ
ン
コ
ロ
就
労
移
行
支
援
事
業

　
　
　

研
修

（
高
橋
・
藤
澤
・
西
出　

31
日
迄
）

２　

月

　

１　

都
虐
待
防
止
法
研
修

（
小
室
・
五
十
嵐
・
藤
澤
・
横
尾
）

　

８　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

18　

東
社
協
研
修

（
高
橋
・
利
根
川
・
神
山
）

　

21　

災
害
活
動
相
互
応
援
協
定
締
結

　
　
　

施
設
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

26　

福
祉
事
業
団
研
修

　
　
　
（
押
川
・
高
橋
）

　

27　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

　

28　

学
校
運
営
協
議
会
（
高
橋
）

３　

月

　

８　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

13　

事
業
者
部
会
（
永
井
）

　

11　

都
授
産
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

14　

学
校
運
営
協
議
会
（
高
橋
）

　

27　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

　

28　

ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会

（
高
橋　

29
日
迄
）

４　

月

　

12　

就
労
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
高
橋
・
利
根
川
）

　
　
　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

18　

八
小
学
校
運
営
協
議
会

　
　
（
高
橋
）

　

17　

ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

（
高
橋　

18
日
迄
）

　

18　

学
校
運
営
委
員
会
（
高
橋
）

　

22　

自
立
支
援
協
議
会
就
労
ネ
ッ
ト

（
高
橋･

利
根
川
・
戸
村
）

５　

月

　

10　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

11　

相
談
支
援
部
会
（
高
橋
・
神
山
）

　

15　

事
業
者
部
会
（
永
井
）

　

28　

都
授
産
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

29　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

６　

月

　

５　

新
任
職
員
研
修（

米
倉　

６
日
迄
）

　

６　

ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会

（
高
橋
・
五
十
嵐　

７
日
迄
）

　

７　

社
会
福
祉
主
事
ス
ク
ー
リ
ン
グ

（
押
川　

11
日
迄
）

　

13　

ゼ
ン
コ
ロ
印
刷
営
業
研
修

　
　
　
（
綱
嶋
・
長
沼　

14
日
迄
）

　

14　

業
務
連
絡
会
（
冨
田
）

　

18　

授
産
連
企
画
委
員
会
（
遠
藤
）

　

20　

就
労
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
高
橋
・
利
根
川
）

　
　
　

学
校
運
営
協
議
会
（
高
橋
）

　

21　

相
談
支
援
初
任
者
研
修

（
五
十
嵐　

22
日
迄
）

　

25　

お
伊
勢
の
森
運
営
委
員
会

　
　
　
（
遠
藤
）

　

26　

相
談
支
援
初
任
者
研
修

（
五
十
嵐　

27
日
迄
）

　

27　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

　

28　

福
生
第
二
学
園
総
合
防
災
訓

　
　
　

練
参
加
（
遠
藤
）

■
入
所

　

２
月　

大
道
寺
勇
人
（
印
刷
部
）

　
　
　
　

三
家
本
裕
司
（
就
労
移
行
）

　
　
　
　

小
山
倫
子
（
さ
く
ら
）

　

３
月　

初
貝
由
美
子
（
作
業
二
課
）

　
　
　
　

高
橋　

聡
（
さ
く
ら
）

　

４
月　

福
岡
千
佳
（
就
労
移
行
部
）

　
　
　
　

細
川
菜
穂
子
（
と
ら
い
）

　
　
　
　

森　

真
弓
（
さ
く
ら
）

　

６
月　

内
野
由
美
（
瑞
穂
就
労
）

　

７
月　

江
田
み
づ
き
（
作
業
二
課
）

■
退
所

　

１
月　

鈴
木
ふ
み
子
（
さ
く
ら
）

　

３
月　

酒
井
一
男
（
印
刷
部
）

　
　
　
　

荻
野
和
子
（
作
業
二
課
）

　

６
月　

澤
津　

隆
（
作
業
二
課
）

10

山中湖
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・平成24年度事業報告
・研修報告
・さくら近況報告
・ボーリング大会
・新人紹介
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